
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）

一
五
二
　
（
九
四
二
）

一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ン
繊
維
工
業
の
展
開
と

『
営
業
の
白
由
」
の
前
提
条
件
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ーノ

本

和
　
良

ま
　
え
　
お
　
ぎ
。

一
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
地
域
的
類
型
。

二
、
小
商
品
生
産
者
層
の
成
立
と
－
営
業
の
自
由
』
。
　
－
以
上
前
号
－

三
、
ヴ
ツ
バ
ー
．
タ
ー
ル
と
二
－
ダ
ー
・
ラ
イ
ソ
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
形
成
と
一
一
営
業
の
自
由
」
。

　
ー
　
ヴ
ッ
パ
ー
．
タ
ー
ル
に
お
け
る
繊
維
工
業
の
展
開
と
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
彩
成
。

　
■
　
二
ー
ダ
ー
．
ラ
イ
ン
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
形
成
と
一
一
営
業
の
白
由
」
。

四
、
あ
た
ら
し
い
間
屋
制
の
形
成
と
「
営
業
の
白
由
」
。

　
ー
　
ラ
イ
エ
ソ
家
と
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
絹
織
物
業
。

　
■
　
シ
ャ
イ
ブ
ラ
ー
家
と
モ
ソ
シ
ャ
ウ
毛
織
物
業
。

む
　
　
す
　
　
び
。

三

ヴ
ッ
パ
ー
・
タ
ー
ル
と
二
ー
ダ
ー
ニ
フ
ィ
ソ
に
お
げ
る

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
形
成
と
一
、
営
業
の
自
由
」

一
八
世
紀
、
ラ
イ
ソ
地
方
に
お

いて
は
、

一
般
的
に
小
商
品
生
産
者
胴
の
成
止
を
み
、

こ
れ
が
中
世
都
市
の
ツ
ソ
フ
ト
規
制
を
堀

●



り
崩
す
原
因
と
な
り
、
　
ｉ
営
業
の
白
由
』
の
前
提
条
件
を
創
出
し
つ
つ
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
小
商
品
生
産
者
層
の
一
般
的
成
立
は
、

生
産
諾
条
件
の
相
違
ゆ
え
に
、
競
争
を
通
じ
て
か
れ
ら
の
分
解
を
生
起
す
る
。
一
八
世
紀
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
に
お
い
て
も
、
ひ
と
し

く
農
村
工
業
の
展
開
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
ン
、
こ
に
二
つ
の
質
的
に
異
っ
た
分
解
を
生
じ
る
の
を
認
め
る
。
一
つ
は
、
小
商
品
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

者
層
が
両
極
分
解
を
と
げ
二
一
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ァ
の
形
成
が
み
ら
れ
る
ヴ
ツ
パ
ー
・
タ
ー
ル
と
二
ー
ダ
ー
．
ラ
ィ
ソ
の
麻
．
綿
交
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

業
の
ば
あ
い
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
商
人
が
小
商
品
牛
産
者
を
把
握
し
て
、
あ
た
ら
し
い
間
崖
制
を
形
成
し
た
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
絹

織
物
業
と
モ
ソ
シ
ャ
ウ
毛
織
物
業
の
ば
あ
い
で
あ
る
。

　
さ
て
、
従
来
の
ラ
ィ
ソ
史
研
究
を
か
え
り
み
る
と
き
、
　
一
八
世
紀
を
ラ
ィ
ソ
経
済
興
隆
期
と
特
徴
づ
け
る
説
、
ま
た
は
ン
、
の
裏

づ
け
○
た
め
に
利
用
さ
れ
る
工
業
史
、
家
族
史
等
の
研
究
は
、
　
い
ず
れ
も
問
屋
制
度
↓
工
場
制
度
○
発
展
序
列
を
持
定
し
、
間
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

制
度
に
経
済
売
展
の
推
進
力
を
求
め
、
　
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ァ
検
出
の
視
点
を
ま
っ
た
く
欠
い
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ヴ
ツ
バ

・
　
　
　
　
　
…
　
、
　
・
　
・
　
、
　
・
　
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

１
・
タ
ー
ル
と
二
－
ダ
ー
・
ラ
ィ
ソ
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
形
成
、
な
ら
び
に
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
、
モ
ソ
シ
ャ
ウ
て
の
あ

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

た
ら
し
い
閉
屋
制
の
形
成
に
つ
い
て
考
察
し
、
両
者
の
市
場
構
迭
と
、
帖
業
の
白
由
」
に
た
い
し
て
も
っ
た
意
義
を
検
討
し
た
い
と

皿
う
。

　
い
　
Ａ
・
ト
ゥ
ー
ソ
は
、
ラ
イ
ソ
エ
業
の
研
究
に
さ
い
し
て
、
手
工
業
経
営
（
｝
竃
ら
考
ｏ
鼻
昌
穿
。
・
釘
胃
■
ｏ
ヰ
ー
〇
一
Ｕ
）
↓
家
内
工
業
経
営
（
｝
ｐ
豪
一
一
己
畠
－

　
　
汁
ユ
讐
竃
｝
ｇ
ユ
ｏ
げ
）
↓
工
場
経
営
（
｝
き
ユ
夢
ｇ
ユ
争
）
と
い
う
発
朕
序
列
を
措
定
し
、
ア
ー
ヘ
ソ
モ
織
物
業
、
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
綱
織
物
業
、
二
－

　
　
ダ
ー
・
ラ
ィ
ソ
綿
織
物
業
が
そ
れ
ぞ
れ
に
照
応
す
る
と
述
べ
（
＞
．
已
；
Ｐ
２
．
２
．
○
．
日
さ
一
－
Ｈ
．
○
ｏ
．
Ｈ
～
○
。
．
）
、
　
ま
た
、
Ｖ
・
ブ
レ
ッ
ト
は
、
バ

　
　
ル
メ
ソ
紡
織
業
の
発
服
を
考
察
す
る
に
さ
い
し
て
、
家
内
仕
事
（
；
；
隻
Ｃ
ら
）
↓
貨
仕
専
（
－
」
Ｃ
一
；
１
き
み
）
↓
伽
俗
仕
箏
（
勺
冒
７
≠
Ｏ
み
）
↓
閉
屋

　
　
捌
皮
ま
た
は
家
内
工
業
（
＜
害
Ｈ
品
Ｃ
（
一
．
羊
彗
。
・
一
己
自
。
。
け
ユ
Ｃ
）
↓
工
場
欄
皮
（
勺
き
三
（
）
の
推
姓
序
列
を
柑
定
し
、
　
こ
の
某
準
に
も
と
ず
い
て
叙
述

　
　
し
て
い
る
（
＜
．
｝
Ｈ
＆
戸
ｐ
．
苧
（
）
．
○
○
．
一
～
ｏ
．
）
。
さ
ら
に
、
Ｍ
・
バ
ル
ク
ハ
ゥ
ゼ
ソ
は
、
ラ
ィ
ソ
経
済
別
陸
の
基
礎
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す

　
　
４
、
「
家
内
工
業
が
っ
ね
に
支
配
的
な
小
脈
形
態
で
あ
る
。
数
世
紀
の
逃
歩
は
、
商
人
ま
た
は
閉
屋
が
小
産
の
決
定
的
な
切
断
面
を
把
握
し
、
か

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
ろ
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
〒
営
業
の
自
由
」
の
前
提
条
件
臼
（
川
本
）
　
　
　
　
一
五
三
　
（
九
四
三
）



　
　
、
｝
命
館
経
済
学
（
席
九
巻
．
塘
、
（
□
、
ノ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四
　
（
九
四
四
）

ぷ
｛
３
ぷ
つ
∴
∴
山
“
一
ぷ
、
、
ぷ
ぷ
、
吻
ぷ
、
ぷ
．
引
受
げ
た
の
で
、
逆
に
議
し
た
膏
業
者
が
農
し
た
。
・
－
－
需
｝

業
の
シ
ス
テ
ム
が
、
以
、
口
業
の
白
由
と
結
合
し
て
興
隆
を
容
易
な
ら
し
め
た
」
（
傍
点
－
引
用
者
）
と
（
羊
■
胃
夢
Ｐ
易
彗
二
）
實
ｋ
〆
巨
邑
墨
易
幸
．

○
。
二
睾
～
畠
・
。
．
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
ラ
イ
ソ
史
研
究
は
一
致
し
て
問
屠
制
度
に
経
済
発
展
の
推
進
力
を
求
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

ァ
の
検
出
は
非
常
に
困
難
な
作
業
と
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
作
業
は
、
そ
れ
ら
叙
述
の
う
ち
で
問
屋
糊
度
の
枠
か
ら
は
み
で
た
も
の
を
注
意
深
く

陵
討
す
る
こ
と
に
よ
り
果
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
、
て
れ
ら
叙
述
の
な
か
で
、
し
ば
し
ぼ
一
、
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ァ
と
工
場
」
と
い
う
用
語
が
で
て
く
る
が
、
　
こ
の
用
語
は
、
わ
れ
わ
れ

の
い
う
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
な
い
し
工
場
制
大
工
業
□
Ｈ
産
業
資
本
〕
と
は
異
っ
た
内
容
を
も
っ
ば
あ
い
が
多
い
こ
と
に
注
意
し
な
げ
れ
ば

な
ら
な
い
。
「
「
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
ニ
そ
れ
白
身
は
帳
場
と
倉
庫
か
ら
な
っ
て
お
り
、
製
造
所
は
な
お
完
全
に
欠
除
し
て
い
た
」
　
（
！
く
．

き
三
、
一
、
、
一
。
、
一
一
。
・
デ
○
・
○
ｏ
・
宇
・
）
と
の
叙
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
商
業
資
本
を
指
し
て
い
る
ぼ
あ
い
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ー
　
ヴ
ヅ
バ
ー
．
タ
ー
ル
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
○
形
成

　
ヴ
ツ
バ
ー
．
タ
ー
ル
に
お
け
る
蚊
初
○
繊
維
工
業
は
撚
糸
涼
白
業
で
あ
り
、
一
八
世
紀
後
半
に
繁
栄
す
る
多
様
な
紡
織
業
は
こ
の

源
白
業
か
ら
分
出
し
た
。

い
ノ
、
・
尋
隼
；
・
・
○
．
・
・
．
宣
冒
一
ニ
ト
葦
ヨ
げ
實
葦
；
．
Ｈ
一
べ
ら
尋
‘
｝
…
耳
号
ブ
・
二
、
；
毒
斤
印
。
・
。
一
；
ら
り
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

　
Ｏ
Ｄ
　
撚
糸
漂
白
業
　
一
．
五
甘
紀
巾
咋
、
一
、
分
割
桐
続
に
よ
る
上
瓦
細
分
他
と
人
ｎ
一
蛸
大
に
よ
り
、
ヴ
ツ
バ
ー
・
タ
ー
ル
炎
火
は
刷
業

を
必
、
変
－
一
し
す
る
よ
、
つ
に
な
っ
た
。
ヴ
ツ
バ
ー
ｏ
水
は
ヵ
ル
、
ク
を
批
か
に
八
〔
み
、
涼
内
に
適
し
て
い
る
。
く
わ
え
て
、
多
く
ｏ
細
流
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

あ
り
、
源
、
〔
場
へ
の
水
ｏ
供
給
が
俗
功
で
あ
る
。
こ
ｏ
ｎ
休
条
件
を
利
川
し
て
麻
撚
糸
洪
｛
業
が
興
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
ル
麻
栽

培
が
不
可
能
で
あ
っ
た
ｏ
で
、
麻
撚
糸
は
ビ
ー
レ
フ
エ
ル
ト
、
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
、
ヘ
ツ
セ
ソ
・
ヵ
ツ
セ
ル
箏
の
い
わ
ゆ
る
『
ガ
ル

ソ
ラ
ソ
ト
「
一
か
し
燃
入
し
、
泌
白
後
、
ド
ィ
ッ
諦
邦
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ソ
ス
、
と
り
わ
け
ニ
ハ
世
紀
に
は
オ
ラ
ソ
ダ
に
販
売
さ
れ



佗
こ
○ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

　
一
六
世
紀
初
頭
、
涼
白
麻
撚
糸
○
吋
際
的
な
過
剰
坐
産
が
生
じ
た
た
伽
、
　
一
五
二
七
年
に
撚
糸
漂
白
ツ
ソ
フ
ト
　
（
、
．
○
胃
■
、
一
註
Ｈ
、

自
長
、
、
）
が
拮
成
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
０
ベ
ル
ク
公
ヨ
ハ
ソ
三
世
「
ト
八
六
一
金
グ
ル
デ
ソ
を
支
払
ら
い
、
ベ
ル
ク
内
で
の
漂

白
業
と
絆
桝
彩
ぴ
独
占
、
の
加
入
条
件
は
、
外
国
商
人
の
支
配
を
防
ぐ
た
め
、
「
自
己
の
適
当
な
貨
幣
額
、
土
地
と
信
用
」
（
い
い
Ｏ
荷
０
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

罵
貫
冒
Ｏ
肩
葛
昌
０
ｑ
巴
Ｐ
．
ｑ
暮
一
一
己
。
ｑ
Ｈ
竃
げ
彗
、
、
）
を
も
つ
者
で
、
土
着
の
者
は
半
金
グ
ル
デ
ソ
の
加
入
金
、
流
入
者
は
四
金
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ユ
ツ
ツ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ヴ
ィ
ル
ン
．
ラ
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

デ
ソ
の
支
払
い
、
一
ｍ
各
人
年
一
、
○
○
○
梱
以
上
の
営
業
用
撚
糸
○
漂
白
と
、
一
台
以
上
の
紡
車
所
有
の
禁
止
、
肺
撚
糸
を
濡

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ら
す
期
問
は
侮
年
三
月
一
五
日
か
ら
五
月
二
二
日
ま
で
、
乾
燥
期
閉
は
坐
帖
、
皿
降
誕
祭
後
の
四
週
問
、
け
違
反
者
は
ヴ
ヅ
バ
ー
．
タ
ー

ル
か
ら
の
追
放
、
以
上
で
あ
る
。
連
営
は
、
毎
年
聖
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
の
日
（
七
月
二
二
日
）
に
エ
ル
バ
ー
フ
エ
ル
ト
と
バ
ル
メ
ソ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ル
ソ
・
マ
イ
ス
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ら
選
出
さ
れ
る
各
二
名
の
撚
糸
親
方
が
竹
区
の
官
吏
の
認
可
を
え
て
行
っ
た
。

　
こ
○
こ
と
か
ら
閉
白
な
よ
う
に
、
撚
糸
漂
白
ツ
ソ
フ
ト
は
ラ
ィ
ソ
巾
世
祁
市
ツ
ソ
フ
ト
制
度
○
影
欝
を
う
け
て
い
る
に
せ
よ
、
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

れ
と
は
火
っ
た
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
ツ
ソ
フ
ト
発
乍
Ｏ
候
賂
が
、
巾
世
郁
市
の
ば
あ
い
、
般
初
に
特
権
が
与
え
ら
れ
、
つ

い
で
千
工
業
が
売
展
し
た
の
に
た
い
し
、
こ
こ
で
は
、
さ
き
に
漂
白
業
が
准
腿
し
、
ン
、
○
火
礎
の
う
え
で
ヴ
ツ
バ
ー
．
タ
ー
ル
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ベ
ル
ク
公
と
の
収
引
に
よ
り
特
権
が
与
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ツ
ソ
フ
ト
の
も
つ
政
治
的
、
ま
た
は
車
事
的
恵
義
を
欠
除
し
て

い
る
。
少
か
い
、
ツ
ソ
フ
ト
内
淋
で
の
糊
方
↓
職
人
↓
徒
弟
と
い
う
附
胴
閑
係
を
欠
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
封
雄
的
権
力
の
庇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
｛
　
、
　
、
　
、
　
、

淡
に
よ
り
篶
業
乞
独
｛
し
て
い
ろ
こ
と
か
ら
、
一
１
、
の
太
－
貫
は
中
此
郁
巾
ツ
ソ
フ
ト
と
軌
を
一
に
し
た
が
ら
も
、
ン
、
の
糾
織
と
蝋
制
は

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
６

い
ち
じ
ろ
し
く
他
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
洪
山
業
考
は
、
は
じ
め
麻
撚
糸
を
汎
企
で
賊
入
し
、
小
に
秋
ん
で
ヴ
ツ
バ
ー
・
タ
ー
ル
に
述
び
、
漂
白
撚
糸
を
艮
期
の
信
州
で
販

　
　
　
　
一
八
此
紀
に
お
け
ゐ
ラ
イ
ソ
繊
箏
ド
、
茱
り
映
閉
と
，
篶
業
の
臼
由
」
の
淋
一
提
条
件
■
（
川
本
）
　
　
　
　
一
斤
斤
　
（
九
凹
斤
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
　
（
九
四
六
）

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

売
す
け
商
人
兼
小
産
者
で
あ
り
、
す
で
に
商
人
－
、
し
生
産
者
の
分
離
が
現
わ
れ
は
じ
め
て
い
た
に
せ
よ
、
な
お
、
そ
の
分
離
は
徴
弱
で

　
　
７

　
　
／
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、

あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
〆
、
の
後
の
発
展
に
お
い
て
、
一
部
漂
白
業
者
が
商
人
に
上
昇
・
転
化
し
、
他
の
老
を
原
料
と
販
売
市
場
か
ら
遮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

断
す
る
と
と
も
に
金
融
業
者
を
も
兼
ね
て
ゆ
き
、
一
七
世
紀
末
に
ほ
ぼ
問
屋
制
支
配
を
確
立
し
た
。
そ
の
折
標
は
一
六
九
八
年
の
撚

糸
令
で
あ
る
。
ニ
ハ
○
八
年
の
撚
糸
令
で
は
、
あ
ら
た
に
梱
単
位
に
か
わ
り
ツ
エ
ソ
ト
ナ
ー
単
位
を
採
用
し
、
す
べ
て
の
漂
白
業
者

に
八
○
ツ
エ
ソ
ト
ナ
ー
ま
で
の
漂
白
を
許
し
た
が
、
九
八
年
の
撚
糸
令
で
は
、
賃
銀
漂
白
業
者
と
商
人
を
明
確
に
分
離
し
、
前
者
に

二
一
五
ソ
ヱ
ソ
ト
ナ
、
ま
で
、
後
者
に
は
そ
の
二
借
以
上
に
当
る
三
〇
〇
ソ
エ
ソ
ト
ナ
ー
を
許
可
し
て
い
一
伽
こ
の
よ
う
に
問
屋
制

支
冊
を
確
立
し
た
商
人
屑
は
、
農
業
を
放
棄
し
て
エ
ル
バ
ー
フ
エ
ル
ト
に
集
ま
り
、
帳
場
を
設
概
し
て
商
業
に
専
念
す
る
よ
う
に
な

　
○

つ
灯
。
さ
て
、
一
企
讐
牟
訂
仁
察
僚
、
、
紅
茎
讐
玲
掌
欺
宴
狂
愉
亡
わ
客
翫
ン
ー

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、

の
崩
壊
過
程
と
表
薬
を
な
し
て
い
る
。

　
一
七
世
紀
末
、
コ
ル
ベ
ー
ル
重
商
主
義
政
災
の
締
果
、
漂
白
撚
糸
に
た
い
す
る
フ
ラ
ソ
ス
市
場
が
開
け
、
オ
ラ
ソ
ダ
の
形
響
が
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

退
す
る
と
と
も
に
ヴ
ツ
バ
ー
．
タ
ー
ル
涼
白
業
は
い
ち
じ
る
し
く
膨
脹
し
ね
。
洪
山
批
は
一
六
九
〇
年
の
二
、
四
〇
〇
ツ
ェ
ソ
ト
ナ

、
か
ら
一
七
七
四
年
の
四
、
○
○
○
ツ
エ
ソ
ト
ナ
ー
一
、
九
〇
年
に
は
六
、
○
○
○
ツ
一
ソ
ト
ナ
ー
に
上
昇
し
て
い
伽
・
竃
護

脹
に
と
も
な
い
徒
米
の
規
制
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
撤
庵
さ
れ
た
。
ま
ず
、
四
二
年
に
、
二
八
年
三
月
の
撚
糸
令
で
禁
止
さ
れ
た
糀
製
炭
酸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

加
里
と
わ
灰
水
の
使
川
が
許
可
さ
れ
、
技
術
姐
例
が
除
去
さ
れ
た
。
源
白
枇
伽
眼
も
、
二
一
年
、
四
二
年
に
高
め
ら
れ
た
が
実
効
な

く
、
つ
い
に
六
四
年
九
月
二
二
目
に
小
に
例
眼
が
庵
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
＾
貫
、
水
の
利
川
箏
に
っ
い
て
い
す
べ
て
の
槻
捌
が
全

　
　
　
　
　
　
　
¢
勾

廃
さ
れ
る
に
千
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
諦
例
眼
撤
廃
ｏ
映
内
に
つ
い
て
Ａ
・
ト
ウ
ー
ソ
は
、
商
人
ｏ
汽
木
力
州
大
に
と
も
な
い
、
資
木

設
術
へ
い
ｎ
山
な
軌
道
が
奥
求
さ
れ
て
き
た
た
め
、
ベ
ル
ク
で
の
漱
白
独
｛
を
除
き
、
資
本
主
義
の
た
め
の
全
制
牒
が
廃
止
さ
れ
た

３



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
身

と
述
べ
・
諸
制
限
撤
廃
の
主
導
力
高
人
層
の
・
つ
ち
に
求
め
て
ふ
。
こ
の
見
解
の
当
ら
き
こ
と
は
撚
糸
漂
白
ツ
ソ
フ
ト
の
崩
壌

過
程
を
辿
る
と
き
明
白
と
な
る
。

一
ヴ
一
バ
ー
タ
ー
ル
商
工
会
議
所
史
一
は
、
○
Ｄ
撚
糸
琶
ツ
ソ
フ
ト
崩
壌
の
最
初
の
動
讐
覇
限
撤
廃
と
雁
行
し
て
生
じ
た
漂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

白
業
者
の
一
ル
ク
一
の
流
出
に
求
め
、
Ｇ
Ｄ
一
ル
バ
ー
フ
一
ル
ト
と
バ
ル
メ
ソ
の
争
い
に
吉
古
い
独
占
禁
崩
壌
し
、
讐
八
一
〇

パ
讐
ギ
一
汐
一
篶
一
〆
篶
祭
簿
讐
ギ
一
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
・
・
・
・
・
・
・
　
　
　
…
、
、
、
、
、
、
　
　
　
。

ピ
レ
む
ル
奉
か
か
か
小
か
か
↑
、
ひ
か
い
抄
鈴
か
於
底
に
あ
る
内
的
連
関
性
に
ま
で
堀
り
さ
げ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る

二
一
一
四
年
に
プ
一
イ
セ
ソ
領
と
な
っ
た
一
ル
ク
で
は
、
一
八
世
紀
後
半
ツ
ユ
ヴ
エ
ル
ム
を
中
心
に
漂
白
業
が
い
菩
る
し
く
興

隆
し
畑
・
そ
の
囑
は
・
ヴ
一
バ
ー
タ
ー
ル
で
の
漂
白
業
繁
美
周
辺
農
村
か
ら
の
合
流
入
を
惹
起
し
、
地
価
、
害
塁
。
同

騰
し
た
の
に
た
い
｝
一
ル
ク
で
フ
リ
ー
ド
リ
一
ヒ
大
王
が
漂
裏
者
騒
薯
と
り
、
く
わ
え
て
讐
地
が
豊
富
に
存
在
し
、
粗

製
鎧
加
里
・
石
灰
等
の
漂
白
原
料
未
活
票
低
廉
で
あ
つ
た
た
め
、
多
く
の
漂
白
業
者
が
ヴ
ツ
バ
、
．
タ
、
ル
か
ら
一
ル
ク
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
旬

流
出
し
た
こ
と
に
あ
仙
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
層
が
流
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ヴ
ッ
パ
ー
一
タ
ー
ル
漂
白
業
繁
米
に
と
も
な
い
、
従
来
の
賃
銀
漂
白
業
者
が
向
己
の
撚
糸
を
漂
白
し
て
販
売
す
る
独
立
の
商
人
に

上
昇
し
て
い
一
た
と
い
わ
れ
箏
ま
た
、
八
五
年
に
選
漢
カ
ー
ル
・
テ
オ
ド
ー
ル
が
一
ル
バ
、
フ
エ
ル
ト
を
訪
間
し
た
さ
い
、
漂

白
繋
を
あ
ら
ゆ
る
鑑
の
織
物
に
加
工
す
る
紡
襲
が
雲
た
存
在
し
、
漂
白
業
者
は
ほ
と
ん
ど
揖
着
ら
購
入
し
、
漂
白
撚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

糸
を
皇
販
売
す
る
素
者
兼
商
人
で
あ
っ
た
と
隻
ら
乳
。
こ
う
し
た
指
摘
か
ら
、
一
八
世
紀
に
内
部
市
婁
蓄
禁
盤
と
し

て
賃
銀
漂
白
業
者
が
独
立
漂
白
業
者
に
上
昇
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
一
八
蓬
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
湛
開
と
一
纂
の
自
由
一
の
前
提
条
件
臼
一
川
本
一
　
一
圧
七
一
九
四
七
一
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学
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一
五
八
　
（
九
四
八
）

　
こ
の
独
立
漂
白
業
者
経
営
の
な
か
か
ら
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
が
生
じ
た
。
漂
白
工
程
は
湯
の
温
度
と
化
学
薬
品
最
の
異
っ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

く
つ
か
の
釜
で
の
処
理
、
な
ら
び
に
芝
生
の
う
え
で
の
撚
糸
の
乾
燥
と
湿
潤
の
交
互
作
業
と
い
う
二
工
程
を
含
み
、
六
七
年
三
月
に
、

一
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ヒ
ュ
ル
フ
ェ
ソ
　
　
　
　
　
殉

ウ
ツ
バ
ー
．
タ
ー
ル
で
は
一
〇
〇
人
の
賃
銀
漂
白
業
者
が
六
〇
〇
人
の
千
伝
い
を
紐
っ
て
い
た
。
こ
ｏ
平
均
六
人
と
い
う
雇
傭
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

数
は
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
出
現
は
、
一
方
で
間
屋
商
人
に
打
撃
を
与
え
た
。
人
口
流
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
漂
白
加
工
賃
は
い
ち
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

る
し
く
高
騰
し
た
。
七
三
年
に
お
け
る
マ
ル
ク
と
ベ
ル
ク
の
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
当
り
加
工
賃
は
第
八
表
の
如
く
で
あ
る
。
同
じ
年
に
バ

ル
メ
ソ
漂
白
業
者
は
、
商
人
が
加
工
貨
低
廉
の
た
め
マ
ル
ク
で
漂
白
の
下
請
け
を
さ
せ
、
漂
白
撚
糸
の
符
収
引
が
た
え
な
い
と
の
苦

　
　
　
　
　
　
鯛

惰
を
述
べ
て
い
る
。
他
方
、
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ァ
の
形
成
と
と
も
に
、
地
価
、
牛
活
費
の
｛
騰
の
た
め
い
ち
じ
る
し
く
困
蛎
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

漂
白
業
者
が
生
じ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
に
流
出
し
た
膚
と
し
て
、
竹
銀
洪
白
業
者
の
上
外
と
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の

形
成
に
よ
り
、
従
米
の
高
利
得
を
確
保
で
き
な
く
な
っ
た
商
人
と
、
漂
白
業
者
の
分
解
に
よ
り
下
降
し
た
部
分
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

　
　
　
。
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
」
・
・
・
・
・
・
　
　
…

き
よ
う
　
と
も
あ
れ
、
撚
糸
源
白
ツ
ソ
フ
ト
崩
壊
の
最
初
の
契
機
と
い
わ
れ
る
ヴ
ツ
バ
ー
・
タ
ー
ル
漂
白
業
右
の
マ
ル
ク
ヘ
の
流
出

、
．
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

と
い
う
軌
象
の
根
底
に
、
ヴ
ツ
バ
ー
・
タ
ー
ル
に
お
け
る
賃
銚
際
白
業
者
Ｏ
独
立
源
向
茉
者
へ
の
上
外
と
、
一
（
の
分
解
に
よ
る
マ
ニ

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ァ
Ｏ
形
成
が
商
人
支
蛇
を
震
憾
き
せ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
内
的
拠
機
の
微
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
汰
〕
し
た
け
れ
ぱ
た

ら
た
い
。

　
エ
ル
バ
ー
フ
エ
ル
ト
と
バ
ル
メ
ソ
○
争
い
は
、
問
屋
商
人
と
そ
Ｏ
支
紀
を
下
か
ら
堀
り
崩
し
つ
つ
上
井
し
て
き
た
一
二
ニ
フ
ァ
ク

チ
ユ
ァ
と
ｏ
↑
い
で
あ
る
。
争
点
は
、
バ
ル
メ
ソ
が
漂
白
特
権
の
廃
止
、
す
な
わ
ち
ベ
ル
ク
で
の
涼
白
茉
ｏ
ｎ
山
を
婁
求
し
た
の
に

た
い
し
、
丁
で
フ
一
ル
ー
奇
状
難
午
張
し
た
こ
と
に
あ
一
ヴ
バ
ル
メ
ソ
洪
泉
き
よ
る
・
一
ル
バ
ー
フ
一
ル
ト
商



賃工加白漂のクルマとクルベるけおに年
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１
７表入第

－
１
　
　
，
１
｛
－
，
」
－
－
，
，
－
　
　
　
－
－
，
；
－
…

）
１

ｔＲ

ク

（賃

３
了

３
一
５

２
一
５

２
一
５

工 レ
ノ

５

５

５

５

５

５

５

ロ
カ

白

マ

漂

●

－
，
１
一

ｉ
１

り

１

当

ク

－ナ

５
一
６

３
一
５

３
了

２
了

三
５

ト
レ
ノ

７

５

７

７

７

７

７

ソ工ツ

べ

１
■
１
■
－
，

，
■
１

１

■

■

工

■

皿

類

糸

、
’
、
、

撤

種

クイ

糸

糸

ア

の

ヴ

撚

撚

ユ

糸

シ

１
１

１
１

ソ

ト

１
１

１
１

ソ

セ

■

飲
…
」
』
山

ウ

レ
ノ

１

ラブ

へ

モ

－

山

’
－
，
’
、
■
一
…
－
■

　
　
　
　
■
　
　
　
　
■
１
　
　
　
■
，
■
　
　
　
一
１
■
■
１
「
，
，
■
＝
一
　
　
一
　
■
■
■
１
，
１
「

鵬
を
経
仰
払
大
の
性
粘
と
感
じ
た
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

　
ヤ
コ
ピ
挑
案
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
箏
態
は
放
雌
さ
れ
た
。

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ン
繊
維
工
業
の
展
開
と
９
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
Ｈ
（
川
本
）

人
の
マ
ル
ク
漂
白
撚
糸
密
取
引
に
た
い
す
る
取
絡
り
請
願
に
た
い
し
、
七
三
年

に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
政
府
か
ら
工
業
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
御
料
局
顧
間
官
Ｆ

．
Ｈ
・
ヤ
コ
ビ
（
｝
ｏ
票
｝
昌
昌
ｏ
旨
９
『
ユ
ｏ
ｐ
ユ
９
｝
ｏ
ゴ
ユ
ｏ
プ
守
８
９
）
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
要
旨
の
報
告
を
し
て
い
る
。
漂
白
業
者
の
マ
ル
ク
ヘ
の
流
出
は
憂

う
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
ン
、
の
原
因
は
、
ヴ
ヅ
パ
ー
．
タ
ー
ル
に
撚
糸
漂
白
特

権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
漂
白
地
が
不
足
し
、
地
価
、
家
賃
、
生
活
費
が

高
騰
し
た
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
責
任
は
、
家
質
と
地
代
牟
。
同
め
る
た
め
現
状
維

持
を
主
張
す
る
利
子
生
活
者
に
帰
せ
ら
れ
る
、
と
。
ン
、
し
て
、
か
れ
は
漂
白
特

　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

権
の
廃
止
を
提
案
し
た
。

　
賃
銀
漂
白
業
者
が
古
く
か
ら
相
続
し
て
い
る
上
地
を
手
離
、
１
、
う
と
し
な
か
っ

た
た
め
、
遅
六
と
し
た
進
展
を
示
し
た
と
は
い
え
、
エ
ル
バ
ー
フ
エ
ル
ト
商
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

は
蓄
被
し
た
富
を
土
地
に
投
じ
、
漸
次
ン
、
の
保
有
を
拡
大
し
た
と
い
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
状
維
持
を
主
狼
す
る
エ
ル
バ
ー
フ
エ
ル
ト
ｏ
北
Ｈ
後
に
は
、
地

価
、
球
賃
の
＾
騰
か
ら
利
益
を
え
る
商
人
榊
が
止
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま

た
、
バ
ル
メ
ソ
が
際
白
特
権
廃
止
を
主
恨
し
た
Ｏ
は
、
ン
、
の
北
円
後
一
」
地
価
Ｏ
、
、
ｎ

　
ア
が
立
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
し
か
し
、
バ
ル
メ
ソ
が
ン
、
ｏ
後
再
三
に
わ
た
ｏ
漂
白
業
ｏ
ｎ
由
ｔ
主
快

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
人
九
　
（
九
旧
九
し



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
●
　
（
九
耳
）
一
）

　
　
　
帥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ギ
イ
ス
ト
ラ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈎

し
た
の
で
、
政
府
も
つ
い
に
、
八
二
年
四
月
二
二
日
に
ロ
ソ
ス
ド
ル
フ
市
参
事
会
の
請
願
を
入
れ
、
こ
こ
で
の
漂
白
を
許
可
し
た
つ

も
と
よ
り
、
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
商
人
層
は
ロ
ソ
ス
ド
ル
フ
に
独
立
漂
白
業
者
の
籏
生
す
る
の
を
好
ま
ず
、
激
し
い
妨
害
を
行
い
、

政
府
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
流
入
を
好
ま
な
か
っ
た
た
め
、
結
局
ロ
ソ
ス
ド
ル
フ
漂
白
権
存
廃
の
決
定
を
ヴ
ッ
パ
ー
・
タ
ー
ル
に
委
ね
た
。

エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
の
会
議
で
は
、
全
特
権
廃
止
を
主
張
す
る
バ
ル
メ
ソ
と
、
現
状
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
が

激
し
く
対
立
し
た
が
、
七
月
二
二
目
の
投
票
で
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
が
勝
利
を
占
め
、
市
い
状
態
に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋

か
し
、
バ
ル
メ
ソ
は
そ
の
後
も
要
求
を
繰
り
返
し
、
係
争
が
長
く
つ
づ
き
、
撚
糸
漂
白
ツ
ソ
フ
ト
は
事
実
上
崩
壌
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
八
世
紀
に
、
漂
白
業
の
膨
脹
と
と
も
に
撚
糸
漂
白
ツ
ソ
フ
ト
を
事
実
上
の
崩
壊
に
導
い
た
の
は
、
バ
ル
メ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ソ
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
形
成
で
あ
り
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
こ
そ
営
業
の
白
由
の
担
い
手
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
蓄
積
基
盤
を
な
し
た
の
は
、
ヴ
ッ
パ
ー
・
タ
ー
ル
に
お
け
る
紡
織
業
の
多
様
な
発
展
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
後
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

に
は
、
深
白
は
麻
撚
糸
か
ら
綿
糸
へ
と
漸
次
移
行
し
、
こ
れ
ら
を
使
用
す
る
紡
織
業
が
い
ち
じ
る
し
く
興
隆
し
、
工
業
の
重
点
は
漂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絢

白
業
か
ら
紡
織
業
へ
と
移
行
し
て
い
た
。

　
い
　
ヴ
ッ
バ
ー
．
タ
ー
ル
の
農
地
に
は
、
、
〇
一
Ｕ
實
胃
｝
；
ｏ
ｑ
♀
自
津
實
雪
｝
『
ｏ
：
ｏ
ｑ
巴
二
一
．
、
ｏ
げ
ｏ
『
實
○
ｏ
鼻
冒
鼻
實
雪
９
ｏ
Ｐ
く
○
ｏ
ｑ
ｇ
Ｕ
・
Ｏ
庁
虫
二
と
い

　
　
っ
た
名
称
が
残
っ
て
お
り
、
か
っ
て
の
大
農
地
が
分
閉
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（
オ
津
實
］
）
ｇ
Ｎ
し
）
一
〇
オ
毛
勺
ｏ
ユ
巴
胃
○
彗
…
争
；
品
．

　
○
馨
琴
葦
・
宕
二
ま
易
才
一
・
昌
ら
ら
９
婁
目
・
一
募
く
昌
■
一
９
昏
巨
昌
ら
雰
昌
昌
崖
○
○
募
一
・
。
○
○
．
曇
べ
．
・
。
．
Ｎ
○
．
）
。

の
＞
・
宇
員
・
・
Ｐ
○
・
旨
邑
Ｈ
Ｈ
．
・
。
．
妻
．
く
．
軍
・
号
Ｐ
・
．
○
．
・
。
」
ト
一
）
一
・
・
。
葦
汁
日
げ
・
ユ
・
戸
・
。
．
§
．
雲
邑
艮
喜
・
・
／
、
・
；
胃
斤
隊

　
　
ｏ
ｏ
○
プ
ｐ
Ｏ
ｏ
．
り
～
Ｈ
○
二
く
．
］
】
卑
Ｎ
一
ｐ
．
２
．
○
．
○
○
．
竃
．
！
く
．
屋
…
昌
彗
ｐ
ｐ
．
ｐ
○
．
○
ｏ
．
○
。
．

ゆ
＞
・
已
、
昌
・
、
・
、
・
９
皇
。
＝
；
・
曇
・
く
』
、
。
号
、
・
嘗
・
○
・
・
。
・
定
～
一
岬
・
暑
・
。
茎
け
｛
・
寺
・
一
・
・
。
・
員
雲
事
ユ
一
・
ま

　
く
Ｏ
暮
Ｏ
寿
印
○
。
・
プ
昌
．
○
。
Ｌ
－
．
考
．
冒
・
Ｆ
Ｐ
；
．
○
．
○
。
．
Ｈ
Ｈ
．
考
．
穴
昌
昌
彗
Ｐ
Ｐ
』
．
○
．
○
。
乙
．

　
↑
り
考
・
罵
三
昌
彗
Ｐ
ｐ
・
Ｐ
○
・
Ｕ
ｏ
．
○
。
．
な
お
、
こ
の
点
は
資
料
が
存
在
し
な
い
た
め
推
定
の
域
を
で
て
い
な
い
。
Ｗ
・
デ
ィ
ー
ツ
は
推
定
の
理
巾



　
と
し
て
、
一
六
世
紀
初
頭
ヴ
ヅ
バ
ー
・
タ
ー
ル
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
二
ー
ダ
ー
・
ラ
ソ
ト
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ガ
ソ
等
で
撚
糸
ツ
ソ
フ
ト

　
が
、
ま
た
ハ
ー
レ
ム
で
漂
白
ツ
ソ
フ
ト
が
い
ず
れ
も
生
産
制
限
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
　
（
オ
．
皇
♀
ド
讐
．
中
○
・
○
ｏ
・

　
塞
～
ミ
．
）
。

伺
＞
．
皇
昌
ら
；
．
○
．
皇
邑
Ｈ
Ｈ
．
○
。
．
Ｈ
竃
～
Ｈ
賢
く
．
卑
＆
汁
し
．
・
．
○
．
つ
。
‘
旨
～
Ｈ
べ
．
豆
・
・
。
訂
睾
向
亭
邑
巴
Ｐ
○
。
Ｌ
Ｈ
蜆
．
≠
一
）
一
・
旦
Ｐ

　
２
．
〇
一
〇
〇
一
Ｎ
Ｏ
◎
～
Ｎ
岬
．

ゆ
く
．
尉
Ｈ
＆
サ
ｐ
．
ｐ
．
○
．
○
ｏ
．
ミ
～
Ｈ
ｏ
。
．
な
お
、
Ｂ
・
ク
ス
ヶ
は
、
　
ラ
イ
ソ
地
方
の
都
市
を
、
そ
の
発
生
の
経
路
を
基
準
と
し
て
、
主
と
し
て
ロ

　
ー
プ
時
代
の
要
塞
地
か
ら
発
展
し
た
ヴ
ィ
ッ
バ
ー
フ
ユ
ル
ト
、
ク
ワ
ソ
テ
ソ
、
ラ
イ
ソ
ベ
ル
ク
、
レ
ソ
ネ
ッ
プ
等
の
軍
事
的
都
市
、
一
二
世
紀
以

　
降
の
小
領
邦
形
成
に
さ
い
し
、
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
の
居
住
地
か
ら
発
展
し
た
マ
イ
ソ
ツ
、
ト
リ
ニ
ル
、
ケ
ル
ソ
、
ク
レ
ー
フ
ェ
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

　
フ
、
エ
ッ
セ
ソ
等
の
政
治
的
都
市
、
な
ら
び
に
一
七
世
紀
以
降
の
工
業
発
展
か
ら
拾
頭
し
た
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
、
ノ
イ
ヴ
ィ
ー
ド
、
ロ
ソ
ス
ド

　
ル
フ
等
の
経
済
都
市
の
三
類
型
に
わ
げ
て
い
る
（
軍
内
易
庁
９
冒
Ｏ
『
巨
目
庁
Ｏ
｝
昌
○
○
汁
一
己
ざ
・
○
○
・
胃
～
靹
・
。
・
）
。

い
く
．
団
完
隼
一
２
．
２
．
○
．
○
ｏ
．
旨
．
考
．
穴
ｏ
：
－
ヨ
２
箏
Ｐ
２
ら
．
○
．
○
○
．
ｏ
。
．
こ
の
点
に
か
ん
し
て
、
Ａ
・
ト
ゥ
ー
ソ
と
Ｖ
・
ブ
レ
ッ
ト
の
あ
い
だ
に
見

　
解
の
相
違
が
あ
る
。
前
者
が
、
撚
糸
漂
白
ツ
ソ
フ
ト
は
商
人
層
の
組
織
で
あ
り
、
賃
銀
漂
白
業
老
は
ツ
ソ
フ
ト
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
、
商
工
機
能

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
の
分
離
を
強
調
す
る
の
に
た
い
し
（
＞
．
弓
巨
Ｐ
２
．
２
．
○
．
↓
ざ
－
Ｈ
Ｈ
．
○
Ｏ
．
Ｈ
竃
～
ミ
○
．
）
、
　
後
者
は
、
一
七
世
紀
初
頭
に
同
一
人
が
一
部
は
賃
銀

　
で
、
一
部
は
自
己
の
計
算
で
漂
白
し
て
い
る
事
実
（
第
九
表
参
照
）
、
な
ら
び
に
撚
糸
令
の
管
区
長
に
た
い
す
る
宣
誓
義
務
の
条
項
に
、
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
ク
芥
ヒ
ト
　
　
メ
ー
ク
テ

　
の
漂
白
業
者
と
雇
農
と
下
女
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
賃
銀
漂
白
業
者
に
っ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
の
二
点
を
あ
げ
、
商
人
と
賃

　
銀
漂
白
業
者
の
杜
会
的
地
位
は
平
等
で
あ
っ
た
と
分
雛
の
徴
弱
を
主
張
し
て
い
る
（
く
・
｝
篶
睾
・
串
・
ｐ
○
・
○
ｏ
・
ｓ
～
轟
・
）
。

↑
つ
　
一
六
〇
六
年
の
撚
糸
親
方
巡
回
記
録
に
よ
る
と
（
第
九
表
）
、
白
己
計
算
で
の
深
白
量
一
、
〇
六
五
×
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
に
た
い
し
、
他
人
計
算

　
の
た
め
の
深
白
量
が
四
、
〇
七
二
×
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
に
達
し
、
前
者
の
約
四
倍
に
当
っ
て
い
る
。
　
こ
の
表
か
ら
間
屋
商
人
の
数
は
不
明
で
あ
る

　
が
、
直
接
的
生
産
者
の
間
屋
商
人
と
そ
の
支
醍
下
に
た
っ
漂
白
業
者
と
へ
の
い
わ
ゆ
る
「
逆
分
解
」
の
様
相
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で

　
は
、
な
お
白
己
漂
白
と
他
人
深
白
を
兼
ね
た
胴
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
解
途
上
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
（
／
、
．
巾
『
＆
戸
２
．
ヂ
○
．
Ｕ
ｏ
．

　
軍
）
。

ゆ
　
く
．
団
『
＆
戸
Ｐ
ｐ
．
○
．
○
ｏ
．
冨
．
］
）
庁
○
ｏ
９
津
日
げ
胃
邑
Ｐ
Ｏ
ｏ
．
Ｈ
ｏ
。
ト
な
お
、
梱
単
位
で
は
撚
糸
の
概
類
に
よ
っ
て
二
〇
〇
～
四
〇
〇
ポ
ソ
ド
の

　
差
異
が
生
じ
た
と
い
う
（
く
・
ｂ
Ｕ
『
＆
戸
ｐ
・
ｐ
○
・
○
ｏ
・
富
・
）
。

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
腿
開
と
「
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
■
（
川
本
）
　
　
　
　
一
六
一
　
（
九
五
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）

０
◎
く
』
邑
戸
Ｐ
Ｐ
○
．
・
。
．
Ｈ
ト
一
）
一
・
・
。
茎
庁
目
げ
芝
ま
』
．
Ｈ
・
。
ト
．
≠
豆
・
亘
四
…
○
・
・
。
」
Ｏ
・

　
～
く
、
．
床
０
－
目
Ｆ
２
箏
目
－
Ｐ
一
９
．
○
．
Ｏ
Ｏ
．
］
ー
べ
．

０
カ
＞
．
日
；
Ｐ
・
．
・
．
○
．
旨
邑
Ｈ
Ｈ
．
・
。
．
嚢
．
冒
・
・
。
ま
睾
巴
字
・
｛
竃
』
．
嚢
．
・
。
．
嚢
・
考
・

　
Ｈ
（
Ｑ
－
目
ｏ
箏
箏
－
２
一
ｐ
．
〇
一
〇
〇
一
◎
一

博
＞
．
冒
昌
二
．
・
．
○
．
旨
邑
Ｈ
Ｈ
．
・
。
．
…
．
旨
邑
茸
冨
屋
＜
昌
奏
寿
皆
。
。
・
巨
・
。
・
鼻

鴫
　
＞
．
Ｈ
｝
自
目
一
９
一
２
．
○
．
弓
プ
９
Ｈ
Ｈ
Ｈ
．
○
ｏ
．
］
－
ｏ
り
一
く
．
団
Ｈ
¢
ら
戸
ｐ
．
ｐ
○
．
○
ｏ
．
Ｎ
べ
．
】
）
－
◎
ｏ
ｏ
け
２
｛
汁
向
－
一
Ｕ
ｏ
Ｈ
｛
９
ｏ
・

　
○
ｏ
畠
．
目
自
邑
〇
三
旨
篶
く
○
Ｈ
考
ｏ
み
淳
○
ｏ
争
ｐ
ｏ
ｏ
．
ミ
・
た
お
、
註
吻
参
照
。

脾
＞
．
旨
昌
ふ
』
．
○
．
宇
邑
Ｈ
Ｈ
．
・
。
．
ミ
Ｈ
．
く
．
軍
＆
汁
二
．
Ｐ
○
．
Ｏ
。
．
Ｎ
・
。
．

博
＞
．
宇
；
；
』
－
○
．
皇
邑
Ｈ
Ｈ
．
○
。
．
Ｈ
戸

胸
－
目
ら
目
Ｏ
ｎ
汁
二
Ｑ
－
Ｐ
目
（
－
曽
２
自
Ｐ
¢
－
Ｏ
Ｏ
庁
２
昌
Ｉ
Ｈ
口
．
Ｑ
Ｈ
≠
、
ｑ
勺
勺
Ｑ
『
汁
２
－
．
○
〇
一
Ｈ
Ｃ
Ｏ
．

帥
　
マ
ル
ク
漂
白
業
の
数
は
、
四
〇
年
の
二
か
ら
八
二
年
に
は
四
五
に
達
し
、
八
○
年
代
に
エ
ル
バ
ー
フ

　
ェ
ル
ト
商
人
は
際
向
下
請
け
の
大
部
分
を
バ
ル
メ
ソ
か
ら
マ
ル
ク
に
移
行
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
（
＞
．

　
弓
巨
Ｐ
Ｐ
；
．
○
．
Ｈ
ぎ
一
二
Ｈ
．
○
Ｏ
．
ミ
Ｈ
～
Ｈ
鼻
）
。

蝸
＞
．
掌
旨
二
；
．
○
．
旨
９
Ｈ
Ｈ
Ｈ
．
○
。
．
Ｈ
戸
考
．
穴
皇
昌
；
一
一
二
』
．
○
．
○
。
．
り
．

ｑ
９
　
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
に
よ
る
漂
白
業
者
優
遇
策
の
内
容
は
っ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
○
○
漂
白
業
者
と

　
そ
の
息
子
、
雇
農
に
た
い
す
る
兵
役
免
除
、
↑
わ
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
、
ハ
ソ
ノ
ー
フ
ェ
ル
か
ら
ヴ
ッ

　
バ
ー
・
タ
ー
ル
に
輸
入
さ
れ
る
撚
糸
に
通
過
税
を
課
し
、
そ
の
収
益
の
半
分
を
マ
ル
ク
漂
白
業
者
に
分

　
配
、
↑
幻
泌
｛
の
た
め
マ
ル
ク
に
輸
入
さ
れ
る
撚
糸
に
た
い
す
る
関
税
免
除
（
＞
．
↓
プ
昌
戸
ｐ
・
ｐ
・
○
・

　
旨
邑
Ｈ
Ｈ
．
○
。
．
Ｈ
鼻
＜
．
軍
Ｏ
・
一
汁
二
；
．
○
．
○
。
．
・
。
○
．
）
。

¢
◎
　
く
．
巾
『
ｏ
ら
サ
ｐ
．
ｐ
一
〇
．
ｏ
ｏ
．
心
り
．

的
　
】
）
－
Ｑ
Ｏ
ｏ
汁
ｐ
〔
岸
■
－
げ
ｏ
『
｛
ｏ
－
ら
．
○
ｏ
．
Ｈ
一
べ
．

吻
　
第
一
工
程
で
は
蚊
初
灰
汁
を
州
い
た
が
、
の
ち
に
は
低
廉
で
早
く
仕
上
が
る
粗
製
炭
酸
加
凧
が
使
川

　
さ
れ
た
。
煮
沸
さ
れ
た
撚
糸
は
水
洗
・
冷
却
さ
れ
た
の
ち
芝
生
に
並
べ
、
乾
燥
と
湿
潤
の
交
互
作
業
が

一
六
二
　
（
九
五
二
）

録記回巡方親糸撚の年
０
６

１
６表九第

量
つ

者
白
ナ

ｘ

〆

■

漂
ハ

１
９

１
５

３
４

た

人
工

Ｏ
，

７
８
，

他
け

２

２

ね
１
■
’

兼

量
つ

内
ナ

〆

■

〆

を

漂
ハ

５
６

６
３

１
０

者
己
工

６

２

９

両
自
げ数

６
５

０
２

６
７

－
－
■
　
１

’
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
１

Ｉ
Ｉ
■

者

ナ
４
１
■

４
１
■

業

ト

９
４

０
９

９
２

白

ソ

７

４

２
，

漂

１

ヱ

銀

ツ
一
，

一
　
ヨ
ｉ
■

■
一

む
ｔ
工

一
■
１

数
８
１

１
９
２

’

一
；
　
　
　
　
　
ｉ
－

３
…

凹

Ｌ

ヨ
一
－
１
■
　
１

一
；
ヨ
　
　
　
」

一

者

ナ
一

１
■

６
３

■
８

業

ト
一

２
４
６

［

ソ

１

１

一
…
一
河

１

■

…

１
■

－
、
　
　
　
　
　
一
独
一
数
一
３

ユ ｉ
　
　
　
■
　
　
　
－
，

■

一
５

　
　
』
－
　
　
１
一
■
　
１
－
１
，
－
　
　
　
；
一
１
■

□
’
１

ト
一

■

■

■

■

■

所
一

ソ
“
ト

三
．
口

１

■
’

■

メ

■

■

■

一

■
フ
一

■

’

’

一
一

ｕ

■

皿

＾

レ

■

場

ノ

“
、

ノ

“
、

ノ
　
一ル

エ
■

〈
〕



　
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
ヴ
ッ
パ
ー
の
水
を
汲
水
車
で
漂
白
溝
に
導
き
、
溝
に
三
〇
～
三
五
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
板
張
り
の
溜
桝
を
設
け
、
漂
白

　
雇
農
が
下
半
分
の
轡
曲
し
た
筒
状
の
長
柄
の
水
掻
ぎ
（
．
、
○
；
ざ
、
、
）
で
水
を
空
中
高
く
投
げ
あ
げ
、
芝
生
の
う
え
に
拡
げ
た
撚
糸
に
雨
の
よ
う
に

　
降
り
注
い
だ
（
｝
自
邑
實
ご
註
畠
く
Ｏ
Ｈ
幸
０
寿
洋
○
Ｏ
Ｏ
｝
Ｐ
Ｏ
Ｏ
．
Ｈ
Ｈ
．
考
．
ヨ
Ｏ
亘
９
．
Ｐ
．
９
０
０
・
違
・
）
。
な
お
、
技
術
過
程
の
詳
細
に
っ
い
て
は
、
く
Ｏ
ｑ
一
・

　
＜
．
ｏ
ｓ
津
一
２
．
ｐ
○
．
○
○
．
昌
～
亀
．
！
く
．
ｏ
－
♀
ド
ｐ
．
苧
○
．
ｏ
ｏ
．
仁
○
～
ミ
．

樽
＞
．
掌
；
二
』
．
○
．
冒
邑
Ｈ
Ｈ
．
・
。
．
Ｈ
Ｐ

帥
　
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
た
め
に
は
、
平
均
雇
傭
労
働
者
数
が
三
～
四
人
以
上
で
あ
る
こ
と
を
史
実
と
し
て

　
検
出
す
れ
ば
よ
い
。
と
い
う
の
は
、
実
際
に
は
雇
傭
労
働
力
を
も
た
た
い
経
営
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
の
で
、
分
業
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向

　
上
に
よ
り
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
が
製
品
の
過
半
数
を
供
給
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
（
大
塚
久
雄
一
近
代
欧
洲
経
済
史
序
説
』
、

　
上
ノ
ニ
、
頁
三
二
七
～
三
三
〇
。
同
「
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
の
検
出
」
、
『
理
論
と
統
計
「
一
有
沢
教
授
還
歴
記
念
論
文
集
い
所
収
。
同
一
、
欧
洲
経

　
済
史
』
、
頁
二
二
七
）
。

陶
　
く
．
｝
篶
津
一
２
．
２
．
○
．
ｏ
〇
一
〇
０
Ｈ
．

的
Ｈ
巨
Ｐ
○
。
・
。
○
．

吻鱒的的的鋤榊的飼 　
＞
．
Ｈ
ぎ
Ｐ
Ｐ
．
Ｐ
．
○
．
弓
｝
邑
Ｈ
Ｈ
．
○
○
．
Ｈ
コ
．

　
く
一
吋
Ｈ
ｏ
ｏ
戸
ｐ
ｐ
．
○
．
ｏ
〇
一
ｃ
◎
Ｈ
一

曇
Ｐ
。
・
二
Ｎ
～
。
。
仁
声
婁
Ｈ
写
２
島
葺
。
・
↑
§
；
・
ぎ
婁
詮
・
臣
｛
邑
彗
巨
品
婁
く
．
・
。
．
Ｈ
・
。
卜
多
、
．
嚢
旨
昌
彗
旨
二
；
．
○
．
・
。
．
Ｈ
○
．

戸
旨
；
二
；
．
○
．
皇
邑
Ｈ
Ｈ
．
。
・
Ｌ
Ｐ
‘
卑
＆
戸
・
．
Ｐ
○
．
・
。
．
Ｎ
Ｈ
．
・
。
．
Ｎ
・
。
～
軍

　
く
一
吋
Ｈ
ｏ
ｑ
戸
ｐ
一
２
一
〇
一
〇
〇
一
〇
〇
〇
．

　
Ｈ
げ
－
ｑ
一
〇
〇
一
〇
〇
卜

　
Ｈ
げ
－
ら
一
〇
〇
一
〇
〇
〇
～
○
ｏ
べ
一

　
］
）
－
Ｏ
Ｏ
Ｏ
汁
Ｐ
（
岸
－
■
げ
Ｏ
Ｈ
－
Ｏ
－
ら
一
〇
〇
一
一
Ｃ
Ｏ
Ｎ
．

　
Ｈ
己
豪
三
〇
－
；
一
一
宮
３
一
宕
Ｈ
。
・
ぎ
昌
昌
害
オ
毛
罵
ユ
己
．
○
○
．
お
．
「
際
｛
業
の
娘
で
お
る
紡
繊
業
が
古
い
派
［
業
を
完
企
に
後
退
さ
せ
る
は
ど
の

規
挟
に
た
っ
た
」
（
！
、
・
｝
『
＆
戸
Ｐ
・
Ｐ
・
○
・
つ
Ｏ
・
昌
・
）
。

）２（

紡
織
業
　
ヴ
ツ
バ
ー
・
タ
ー
ル
で
は
一
八
世
紀
に
土
斎
産
業
の
も
っ
と
も
多
様
な
推
展
を
み
た
が
、

一
八
世
紀
に
お
け
ろ
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
岐
開
と
「
常
業
の
白
由
』
の
前
提
条
件
Ｈ
（
川
本
）
　
　
■
　
　
一
六
三

そ
の
主
軸
は
紡
織
業
に

（
九
五
三
）
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学
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・
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
　
（
九
五
四
）

　
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

あ
っ
た
。
紡
織
業
の
発
展
は
麻
織
物
業
か
ら
始
ま
る
。

　
撚
糸
漂
白
ツ
ソ
フ
ト
結
成
当
時
、
バ
ル
メ
ソ
で
麻
リ
ボ
ソ
（
、
、
巨
暮
。
、
）
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
。
　
一
五
二
七
年
の
規
定
で
は
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

権
は
賦
与
さ
れ
ず
、
漂
白
業
者
の
加
工
下
請
け
を
し
て
い
た
。
　
一
七
世
紀
初
頭
、
寝
台
被
布
（
、
、
良
県
雪
、
、
）
牛
産
が
伝
わ
り
、
急

速
に
普
及
し
た
が
、
オ
ラ
ソ
ダ
よ
り
製
造
を
停
止
し
な
け
れ
ば
漂
白
撚
糸
を
購
入
し
な
い
と
の
強
い
抗
議
に
あ
い
、
ニ
ハ
一
一
年
に

撚
糸
漂
白
ツ
ソ
フ
ト
は
製
造
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
の
後
広
巾
麻
布
生
産
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
こ
の
脇
定
は
守
ら

れ
な
く
な
り
、
一
七
世
紀
末
、
コ
ル
ベ
ー
ル
政
策
に
よ
り
フ
ラ
ソ
ス
市
場
が
開
け
、
オ
ラ
ソ
ダ
と
の
関
係
が
後
退
す
る
に
及
び
完
全

に
実
効
を
失
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
七
世
紀
に
麻
織
物
業
は
漸
次
拡
大
し
た
が
、
な
お
漂
白
業
が
優
越
し
、
撚
糸
漂
白
ツ
ソ
ブ
ト

　
　
　
　
　
　
３
）

に
従
属
し
て
い
た
。
一
七
世
紀
に
お
け
る
農
民
層
と
繊
維
工
業
と
の
関
係
は
、
ほ
ぼ
農
民
が
商
人
に
、
小
屋
住
農
が
賃
銀
漂
白
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
イ
ヒ
ヤ
ー
・
ク
ネ
ヒ
テ
　
　
　
　
　
　
メ
ー
ク
テ
　
　
ツ
ヴ
イ
ル
ナ
ー

に
、
最
下
層
農
（
旨
試
ま
ぎ
實
ぎ
ぎ
Ｃ
◎
Ｏ
巨
Ｏ
睾
Ｏ
Ｐ
、
、
巨
旺
罵
－
窒
ａ
、
、
）
が
織
布
工
、
漂
白
雇
農
お
よ
び
下
女
、
精
紡
工
に
当
っ

　
　
　
　
　
４
）

て
い
た
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
一
八
世
紀
と
と
も
に
あ
ら
た
な
発
展
が
姶
ま
る
。
世
紀
の
初
頭
、
イ
ソ
ド
と
ア
メ
リ
カ
の
住
民
お
よ
び
奴
隷
の
衣
服
と
し
て
青
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

白
の
碁
盤
縞
麻
織
物
（
団
Ｏ
暮
８
◎
Ｐ
一
Ｕ
◎
署
９
。
・
邑
Ｏ
）
の
輸
出
が
延
び
、
麻
織
物
業
が
繁
栄
に
む
か
っ
た
。
　
こ
う
し
た
需
要
増
加
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

と
も
な
い
、
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
商
人
は
加
工
賃
の
安
い
マ
ル
ク
で
繊
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
ヴ
ッ
バ
ー
・
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ー
ル
麻
織
工
は
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
設
立
さ
れ
る
の
を
利
川
し
、
ニ
タ
ー
ラ
ー
を
寄
附
し
て
三
八
年
一
〇
月

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

一
六
日
に
麻
織
エ
ツ
ソ
フ
ト
を
緒
成
し
た
。
こ
の
ツ
ソ
フ
ト
は
親
方
↓
職
人
↓
徒
弟
の
階
牌
閑
係
を
含
み
、
外
見
的
に
は
中
世
ツ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

フ
ト
の
あ
ら
ゆ
る
特
徴
を
具
傭
し
て
い
る
。
そ
の
同
的
は
、
マ
ル
ク
の
競
争
を
排
除
す
る
こ
と
に
あ
り
、
一
〇
月
二
七
口
に
デ
一
ツ

セ
ル
ド
ル
フ
政
府
が
布
告
を
発
し
、
ヴ
ッ
バ
ー
・
タ
ー
ル
商
人
に
マ
ル
ク
で
織
ら
せ
る
こ
と
を
林
、
バ
止
す
る
に
及
ん
で
、
そ
の
ｎ
的
が



　
　
　
　
創

達
せ
ら
れ
た
。
で
は
、
こ
の
ソ
ソ
フ
ト
は
ン
、
の
後
の
発
展
に
た
い
し
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
ソ
ソ
フ
ト
結
成
以
後
、
密
取
引
を
め
ぐ
り
国
境
で
血
な
ま
ぐ
さ
い
事
件
が
あ
と
を
断
た
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
シ
一
ヴ
ェ
ル
ム
の
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

織
工
は
非
常
な
打
撃
を
蒙
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
た
い
し
、
ヴ
ッ
バ
ー
・
タ
ー
ル
麻
織
物
業
は
繁
栄
に
向
い
、
職
人
層
不
足
を
招
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

て
親
方
問
で
職
人
争
奪
戦
が
演
じ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
職
人
は
親
方
の
商
人
か
ら
え
る
加
工
賃
の
半
分
を
分
配
さ
れ
、
整
経
そ

の
他
の
準
備
工
程
費
用
を
魚
担
す
る
と
い
う
不
利
な
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
親
方
に
な
る
た
め
に
必
要
な
支
払
金
の

不
十
分
な
ま
ま
で
親
方
へ
の
昇
遊
を
要
求
し
、
単
独
親
方
（
里
冨
¢
Ｈ
昌
¢
亥
實
）
を
白
称
し
た
の
で
、
五
四
年
、
五
六
年
、
七
二
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

親
方
と
職
人
の
あ
い
だ
で
討
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
親
方
層
に
つ
い
て
は
、
一
八
世
紀
初
頭
、
糸
巻
き
、
整
経
等
の
準
傭
工
程
を
同
じ
場
所
で
行
う
相
当
な
規
模
の
仕
事
場
を
も
つ
者

　
　
　
　
　
　
吻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

が
生
じ
た
と
い
う
。
羊
、
の
さ
い
、
麻
織
物
生
産
に
は
準
傭
工
程
を
含
め
て
織
機
一
台
に
つ
き
四
名
を
必
要
と
し
、
四
二
年
の
規
制
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
勾

は
親
方
所
有
織
機
台
数
が
最
高
五
台
に
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
家
族
協
業
を
含
め
て
二
〇
名
な
い
し
、
そ
れ
を
凌
駕
す
る
仕
事
場

の
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
八
世
紀
前
半
、
職
人
層
の
親
方
へ
の
上
昇
と
親
方
の
な
か
か
ら
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
経
営
を
営
む
者
が
生

、
　
　
　
、

じ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
、
ツ
ソ
フ
ト
規
制
が
単
な
る
空
文
に
留
ま
り
、
な
ん
ら
の
実
質
的
効
果
を
も
た
な
か
っ
た
こ

と
を
示
す
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
、
商
人
支
配
が
下
か
ら
塀
り
崩
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
四
〇
年
代
に
商

人
屑
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
政
府
へ
の
共
同
請
願
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
で
織
ら
せ
る
こ
と
の
禁
止
に
よ
り
、
ヴ
ツ
バ
ー
．
タ
ー
ル
麻

繊
工
の
加
工
賃
が
高
い
た
め
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
旨
を
述
べ
、
世
紀
の
後
半
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
の
保
護
政
策
と
相
ま
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

多
く
の
者
が
プ
ル
ク
に
流
出
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
以
前
に
は
原
料
と
完
成
舳
市
場
か
ら
直
接
的
生
産
者
を
遮
断
し
て
全
剰
余
を
収

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
－
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
臼
（
川
本
）
　
　
　
　
ニ
ハ
五
　
（
九
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
六
　
（
九
五
六
）

奪
し
て
い
た
商
人
が
、
直
接
的
生
産
者
の
経
済
力
上
昇
に
よ
り
、
そ
の
利
得
を
産
業
利
潤
の
一
分
肢
へ
と
押
し
下
げ
ら
れ
つ
つ
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
麻
織
エ
ッ
ソ
フ
ト
結
成
は
、
市
場
の
拡
大
と
と
も
に
富
を
蓄
稜
し
た
麻
織
工
が
、
マ
ル
ク
の
競
争
を
排
除
し
、

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

商
人
支
配
を
下
か
ら
堀
り
崩
す
た
め
に
と
っ
た
千
段
で
あ
り
、
そ
の
実
質
は
な
に
も
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
麻
織
工
の
商
人
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
¢

か
ら
の
雛
脱
こ
そ
、
世
紀
の
後
半
、
多
様
な
紡
織
業
の
展
開
す
る
基
盤
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
六
七
年
三
月
二
六
日
に
撚
糸
漂
白
ツ
ソ
フ
ト
の
行
な
っ
た
調
査
結
果
は
第
一
〇
表
の
通
り
で
あ
る
。
世
紀
の
中
葉
以
降
、
衣
料
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
胸

素
材
が
麻
か
ら
綿
に
移
行
し
、
従
来
の
碁
盤
縞
麻
織
物
に
か
わ
っ
て
麻
・
綿
交
織
織
物
（
ｏ
ｏ
ポ
昌
易
８
）
生
産
が
起
っ
て
き
た
。
綿

糸
は
最
初
ほ
と
ん
ど
イ
ギ
リ
ス
か
ら
購
入
し
て
い
た
が
、
漸
次
ラ
イ
ソ
地
方
で
も
紡
が
れ
る
よ
う
に
な
り
、
九
二
年
に
は
ヴ
ィ
ッ
バ

ー
フ
ユ
ル
ト
、
ヴ
ェ
ル
メ
ス
キ
ル
ヘ
ソ
、
シ
ュ
タ
ィ
ソ
バ
ッ
ハ
地
方
で
紡
績
に
従
事
す
る
七
、
二
四
四
人
が
見
出
さ
れ
、
大
部
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

綿
糸
を
こ
こ
か
ら
購
入
し
て
い
た
と
い
う
。
紡
績
工
程
は
紡
車
に
よ
る
老
人
、
子
供
で
も
行
い
う
る
単
純
労
働
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
ヴ
ッ
パ
ー
・
タ
ー
ル
麻
・
綿
交
織
業
経
営
の
な
か
に
準
備
工
程
を
含
ん
だ
も
の
が
存
在
し
、
し
か
も
、
織
機
二
～
三
台
を
所

有
す
れ
ば
二
四
～
三
六
人
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
存
在
が
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
七
〇
年
代
に
英

国
製
キ
ャ
ラ
コ
が
流
入
し
、
下
脳
民
の
衣
料
と
し
て
の
麻
織
物
を
完
全
に
駆
逐
す
る
と
と
も
に
、
麻
・
綿
交
繊
業
も
非
常
な
苦
境
に

　
　
剛

陥
っ
た
。
く
わ
え
て
、
紡
繊
業
膨
脹
に
と
も
な
い
労
賃
が
高
騰
し
た
た
め
、
多
く
の
織
工
が
労
賃
の
安
い
左
岸
に
流
出
し
、
か
わ
っ

　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

て
リ
ボ
ソ
、
レ
ー
ス
（
勺
◎
。
。
ｐ
昌
昌
８
一
◎
ｐ
団
窃
津
Ｎ
）
塊
逃
が
繁
栄
ｏ
巾
心
と
な
っ
た
。

　
リ
ボ
ソ
は
片
く
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
　
一
八
世
紀
前
半
に
リ
ボ
ソ
織
工
（
。
、
巨
ま
考
オ
斤
胃
、
、
）
は
麻
織
工
と
異
な
り
、
組
織

　
　
　
　
　
　
脇

を
も
た
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
麻
繊
工
よ
り
経
済
力
が
劣
り
、
商
人
支
配
Ｏ
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
牟
小
し
て
い
る
。
麻
リ
ポ
ソ
は
帰
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

ヤ
子
供
に
よ
り
褥
の
う
え
で
靴
紐
に
編
ま
れ
、
併
要
も
小
さ
く
、
麻
織
物
業
繁
栄
に
つ
れ
、
多
く
の
リ
ポ
ソ
繊
工
が
麻
織
工
に
転
じ



査調たつ行のトフソツ白漂糸撚に目６２月３年
６
７

１
７表○第

■

－
数
人

人

人

Ｏ

人
ｏ
ｏ
　
，

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

総
１
８

Ｏ
，
８

Ｏ
，
６

る
工

れ
糸

人

人

４

３

’

当
糸

瞥

各
織

ｉ
１
　
　
　
　
１

１
１
■

’
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
－
■

数
Ｏ

台
５
０

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

機
１
，

Ｏ
，
２

Ｏ
，
２

織

１
■　

物
類
　
織
種
織

物

ソ

の
交
　
－
１

織

ポ

物
締●

織
麻

麻

リ
［

の
た
め
、
二
人
の
監
視
労
働
を
必
要
と
し
た
。

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
災
閉
と

　
　
　
。
　
的

た
と
い
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
．

　
世
紀
の
後
半
に
麻
、
綿
、
絹
リ
ボ
ソ
が
、
つ
い
で
、
七
〇
年
代
以
降
レ
ー
ス
が
低
廉
、
な
大
衆
品
と
し

て
広
い
販
路
姦
得
し
畑
・
リ
ボ
ソ
製
造
業
の
経
営
形
能
だ
つ
い
て
、
・
・
ブ
レ
ツ
ト
は
本
来
的
家
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼

工
業
で
あ
り
、
商
人
支
配
の
も
と
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
世
紀
○
前
半
、
漂
白
業
者
と

麻
織
工
の
上
昇
に
よ
り
商
人
支
配
が
下
か
ら
堀
り
崩
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た
事
情
、
リ
ボ
ソ
織
機
（
Ｏ
・
。
け
、
自
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

の
技
術
的
進
歩
が
一
八
六
〇
年
代
の
機
械
導
入
ま
で
み
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
準
術
工
程
を
含
め
て
一

台
に
つ
き
三
名
を
必
要
と
し
た
こ
と
、
　
『
民
富
』
形
成
に
よ
り
内
部
市
場
が
開
か
れ
た
こ
と
を
考
慮
す

る
と
き
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
形
成
は
確
実
と
み
ら
れ
、
本
来
的
家
内
工
業
と
し
て
片
づ
け
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
レ
ー
ス
の
種
類
は
、
製
造
方
法
を
某
準
と
す
れ
ば
、
編
ん
だ
も
の
（
－
岸
、
、
、
一
）
と
織
布
に
加
工
し
た

も
の
（
ｏ
ｏ
旦
旨
８
）
に
わ
か
れ
る
。
世
紀
○
中
葉
、
Ｊ
・
Ｈ
．
ポ
ツ
ク
、
、
、
ユ
ー
ル
（
－
。
ブ
、
自
箏
｝
。
－
目
、
－
。
ブ

団
Ｏ
Ｏ
斤
旨
亭
Ｈ
）
が
編
機
を
発
閉
し
た
。
ン
、
れ
は
五
二
の
操
作
（
。
、
Ｏ
・
竃
。
ｑ
、
、
）
を
組
合
わ
せ
、
撚
糸
が
一
木

で
も
切
れ
る
と
た
ち
ま
ち
作
業
を
停
止
す
る
精
巧
な
も
の
で
、
七
〇
年
代
よ
り
一
部
水
力
で
動
か
さ
れ

た
が
・
大
部
分
は
編
工
（
。
、
聖
¢
昌
雪
宇
ｇ
胃
、
、
）
に
よ
り
足
で
運
転
さ
れ
、
、
〆
、
の
さ
い
か
な
り
の
力
を

必
要
と
し
た
の
で
、
成
年
男
子
の
労
働
と
な
つ
た
。
ン
、
し
て
、
切
れ
た
撚
糸
の
修
理
と
糸
巻
と
り
か
え

　
　
　
　
　
鈎
　
こ
れ
に
準
臓
工
程
で
の
必
要
人
員
を
加
え
る
と
、
少
く
と
も
一
台
に
五
人
は
必
要
で

＝
、
汽
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
↑
（
川
本
）
　
　
　
　
一
六
七

（
九
．
五
ヒ
）



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
八
　
（
九
五
八
）

　
七
〇
年
に
エ
ソ
ゲ
ル
ス
兄
弟
が
レ
ー
ス
織
機
（
、
．
霞
Ｏ
昌
９
茅
９
、
、
）
を
導
入
し
た
。
レ
ー
ス
織
機
は
リ
ボ
ソ
織
機
と
類
似
し
て
い

る
が
、
異
な
る
所
は
一
つ
の
ロ
ー
ラ
ー
を
も
ち
、
そ
れ
か
ら
半
イ
ソ
チ
ほ
ど
突
出
し
た
鋭
い
ピ
ソ
が
模
様
を
つ
け
て
い
っ
た
こ
と
で

　
鋤

あ
る
。
こ
こ
で
の
必
要
人
員
は
リ
ボ
ソ
織
機
の
ば
あ
い
と
同
数
か
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
リ
ボ
ソ
と
レ
ー
ス
は
「
バ
ル
メ
ソ
の
品
』
（
い
。
団
胃
昌
胃
声
昌
ぎ
－
、
、
）
と
呼
ば
れ
、
バ
ル
メ
ソ
を
中
心
地
と
し
て
生
産
さ
れ
た
。
一

八
世
紀
末
、
バ
ル
メ
ソ
の
工
業
を
目
撃
し
た
ソ
コ
ル
ニ
キ
将
軍
（
Ｏ
彗
胃
巴
Ｏ
Ｏ
◎
Ｏ
ぎ
巨
Ｏ
区
）
は
、
　
「
労
働
は
け
っ
し
て
苦
痛
感
を
よ

ば
な
か
っ
た
。
人
点
が
か
れ
の
労
働
者
と
同
じ
よ
う
に
、
し
か
も
一
緒
に
働
ら
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
き
は
、
だ
れ
も
苦
情
を
い
わ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ

と
田
山
わ
れ
る
か
ら
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ボ
ソ
、
レ
ー
ス
製
造
業
で
は
家
族
協
業
と
と
も
に
賃
労
働
を
雇
傭
し
、

織
機
三
台
を
所
有
す
れ
ば
九
～
一
五
名
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
存
在
を
推
定
し
え
よ
う
・

　
働
　
撚
糸
染
色
業
　
紡
織
業
の
多
様
な
発
展
は
、
世
紀
末
に
撚
糸
染
色
業
を
い
ち
じ
る
し
い
繁
栄
に
導
い
た
。
撚
糸
染
色
は
ブ
ラ

バ
ソ
ト
に
送
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
世
紀
初
頭
バ
ル
メ
ソ
に
最
初
の
染
色
業
が
設
立
さ
れ
、
七
年
戦
争
後
急
速
に
拡
ま
っ
た
・

染
料
は
は
じ
め
蘇
芳
、
蘇
方
木
、
黄
木
等
の
染
料
材
か
ら
と
る
か
、
ま
た
は
イ
ソ
ド
藍
を
使
用
し
た
が
、
八
○
年
に
ザ
ク
セ
ソ
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

茜
革
を
州
い
る
ト
ル
コ
赤
染
色
法
を
伝
え
る
ヤ
、
ヴ
ツ
バ
ー
の
水
が
こ
れ
に
適
し
て
い
た
こ
と
か
ら
非
常
な
普
及
を
み
れ
。
そ
の
経

蛍
に
つ
い
て
、
Ｗ
．
ヶ
ル
マ
ソ
は
、
　
「
ト
ル
コ
赤
撚
糸
染
色
業
者
は
ヴ
ツ
パ
ー
・
タ
ー
ル
繊
維
工
業
地
域
で
購
入
、
製
迭
、
販
売
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勃
．

統
一
的
に
把
握
し
た
、
収
初
Ｏ
近
代
的
企
業
家
で
あ
り
、
そ
の
労
働
者
は
最
初
の
工
場
労
働
者
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
仙
・
ヴ
ッ
バ

ー
．
タ
ー
ル
紡
織
業
の
原
料
供
給
部
門
と
し
て
撚
糸
染
色
業
で
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ァ
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
ほ
ぽ
明
ら
か
で
あ
る
・

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
八
世
紀
に
入
る
や
、
撚
糸
漂
白
ツ
ソ
フ
ト
は
間
屋
商
人
支
配
下
に
あ
っ
た
漂
白
業
者
と
麻
織
工
の
上
昇
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

り
崩
壊
し
て
ゆ
き
、
世
紀
の
後
半
、
多
様
な
繊
維
工
業
が
展
開
し
、
そ
れ
ら
経
営
の
な
か
か
ら
『
民
富
』
の
形
成
、
杜
会
的
分
業
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

進
展
に
と
も
な
い
生
成
を
恥
た
内
部
市
場
を
蓄
積
基
盤
と
し
て
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ユ
ァ
が
籏
生
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ベ
ル
ク
で
の
撚
糸

漂
白
独
占
維
持
主
張
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
間
屋
商
人
は
直
接
的
生
産
者
を
支
配
す
る
た
め
、
か
れ
ら
の
富
の
蓄
積
基
盤
で
あ
る
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

部
市
場
生
成
の
阻
止
、
す
な
わ
ち
営
業
独
占
に
よ
る
杜
会
的
分
業
展
開
の
圧
殺
を
臼
己
の
利
益
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ニ
ュ
フ

ハ
グ
升
川
乃
卵
終
わ
ひ
わ
ヅ
ハ
｛
い
い
か
い
か
い
か
か
か
卦
寿
ｈ
か
郎
秦
い
か
か
か
ポ
わ
か
レ
わ
も
の
と
い
え
よ
う
。
当
時
こ
の
地

を
訪
ず
れ
た
Ｅ
・
Ｆ
・
ヴ
ィ
ー
ベ
キ
ソ
グ
は
九
三
年
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
商
業
と
製
造
業
は
一
七
四
二
年
以
来
、
と

く
に
最
近
一
〇
年
問
な
ん
ら
の
妨
害
も
な
い
収
引
白
由
の
た
め
、
非
常
な
繁
栄
を
み
た
。
ン
、
の
繁
栄
は
多
く
の
ド
ィ
ツ
諸
邦
や
、
市

く
か
ら
特
権
都
市
、
貨
物
集
散
地
が
努
力
し
て
も
達
し
え
な
か
っ
た
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。
諸
外
国
の
見
せ
び
ら
か
し
て
い
る
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈎

の
白
由
が
、
・
こ
こ
で
は
各
製
造
業
者
と
商
人
に
公
け
に
で
は
な
い
に
せ
よ
、
ひ
ン
、
か
に
享
受
さ
れ
て
い
た
」
と
。

　
繊
維
工
業
発
展
に
と
も
た
い
人
口
が
急
速
に
増
大
し
た
。
一
八
世
紀
初
顕
、
エ
ル
バ
ー
フ
エ
ル
ト
で
三
、
○
○
○
人
、
バ
ル
メ
ソ

で
は
二
、
一
〇
〇
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
八
一
五
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
一
、
五
〇
〇
人
と
一
九
、
○
○
Ｏ
人
に
達
し
、
ラ
イ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胸

六
大
都
市
の
四
位
と
五
位
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
急
速
な
人
口
増
加
は
、
土
地
が
狭
隆
で
あ
っ
た
た
め
地
価
、
生
活
費
、
労
賃
の
騰

散
を
よ
び
、
一
八
世
紀
後
半
、
多
く
の
麻
織
工
、
麻
・
綿
交
織
工
が
安
い
労
働
力
を
求
め
て
ラ
イ
ソ
左
岸
に
移
住
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ソ

支
配
下
に
ラ
ィ
ト
、
グ
ラ
ー
ド
バ
ツ
ハ
を
中
心
と
し
て
綿
織
物
業
が
い
ち
じ
る
し
く
興
隆
し
た
。

　
～
　
く
ｏ
ｑ
－
．
］
）
♂
○
ｏ
＄
睾
日
茅
ユ
９
ｑ
．
○
ｏ
．
お
９
０
ｏ
．
お
ｏ
。
・

　
り
　
！
、
一
■
；
（
一
戸
Ｐ
戸
〇
一
〇
〇
一
』
杜
～
仁
閉
一
！
＜
．
Ｈ
（
へ
三
旨
ｐ
已
戸
ｐ
．
Ｐ
Ｃ
．
工
．
ｍ
一

　
３
－
！
、
．
卑
。
号
Ｐ
Ｐ
Ｃ
．
。
・
．
き
～
ミ
．
睾
。
・
；
け
巨
華
宣
Ｐ
・
・
．
Ｈ
・
。
＝
目
・
豪
三
二
邑
雰
自
ら
・
寿
§
暮
二
く
毛
事
邑
レ
Ｈ
○
・

　
幻
　
ラ
、
．
穴
０
：
－
ヨ
Ｐ
箏
Ｐ
Ｐ
Ｐ
．
○
．
Ｕ
○
．
閉
．

　
引
＞
．
ビ
…
二
；
．
Ｃ
．
皇
ｃ
一
二
一
．
ｚ
．
Ｈ
。
・
ド
！
、
二
ぎ
き
ｉ
一
．
○
．
・
。
．
亀
．
冒
乏
・
＝
旨
・
・
事
一
・
・
。
・
Ｈ
，
８
』
；
琴
ご
、
一
一
一
・
。
！
、
。
・
、
く
・
、
〆

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
、
ラ
イ
ン
繊
維
工
業
の
泌
開
と
『
蛍
業
の
白
由
」
の
前
提
条
件
■
（
川
本
）
　
　
　
　
　
一
六
九
　
（
九
五
九
）



ｔ
命
蝋
経
済
学
へ
第
九
巻
・
第
六
け
）

一
七
っ
　
へ
九
六
っ
）

　
序
つ
○
（
）
｝
旨
．
Ｔ
．
一
９

ゆ
く
・
｝
Ｈ
＆
戸
甲
９
．
○
．
○
Ｏ
．
ミ
～
お
．
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ム
重
罪
裁
判
所
区
（
匡
○
○
冨
０
ユ
Ｏ
軍
０
０
０
０
Ｈ
妄
〇
一
昌
）
の
漂
白
業
者
と
麻
織
工
は
ほ
と
ん
ど
専

　
ら
ヴ
ッ
パ
ー
．
タ
ー
ル
商
人
の
た
め
働
い
て
い
た
と
い
わ
れ
る
（
巨
ｏ
○
○
ｇ
睾
日
げ
雪
匡
ｐ
○
○
．
Ｈ
崖
．
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ム
ツ
・
マ
イ
ス
タ
ー

い
　
三
八
年
の
ツ
ソ
フ
ト
規
制
の
お
も
な
内
容
は
、
ｏ
運
営
を
毎
年
一
〇
月
一
日
に
選
出
さ
れ
る
管
区
親
方
が
行
う
こ
と
、
の
職
人
が
親
方
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ッ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
ノ

　
条
件
は
最
低
三
年
の
修
業
期
問
と
親
方
作
品
と
し
て
一
反
の
敷
布
と
碁
盤
縞
麻
織
物
の
提
出
、
二
一
シ
ュ
テ
ユ
ー
バ
ー
の
支
払
い
、
一
ｍ
徒
弟
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
用
条
件
は
一
タ
ー
ラ
ー
の
登
録
金
と
管
区
親
方
へ
一
シ
リ
ソ
グ
の
支
払
い
、
．
ｗ
ヴ
ッ
バ
ー
・
タ
ー
ル
以
外
で
の
営
業
禁
止
等
で
お
る
。
な
お
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
二
年
の
補
足
ツ
ソ
フ
ト
令
で
職
人
、
徒
弟
制
度
の
よ
り
詳
細
な
規
定
が
与
え
ら
れ
、
親
方
所
有
織
機
台
数
の
最
高
を
五
台
に
制
限
す
る
等
の
規
定
が

　
附
加
さ
れ
た
（
＞
・
Ｈ
プ
…
一
Ｐ
Ｐ
○
．
Ｈ
ぎ
－
Ｈ
Ｈ
・
○
Ｏ
・
Ｈ
。
◎
い
～
Ｈ
Ｏ
◎
Ｃ
。
・
く
・
吋
Ｈ
＆
サ
Ｐ
Ｐ
○
．
○
○
．
｛
Ｏ
。
～
８
．
］
）
ぎ
○
０
９
津
ヨ
げ
胃
匡
ら
．
○
Ｏ
．
■
○
。
．
）
。

ゆ
く
．
卑
＆
戸
・
』
．
○
．
○
。
．
８
～
切
Ｈ
．
考
．
穴
昌
昌
彗
ｐ
ｐ
ｐ
．
○
．
○
○
．
。
。
．

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ネ
ラ
ル
・
デ
イ

佃
ヴ
ッ
バ
ー
．
タ
ー
ル
麻
織
エ
ツ
ソ
フ
ト
結
成
に
た
い
し
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ム
麻
織
工
は
重
罪
裁
判
区
長
、
ク
レ
ー
フ
ェ
政
府
、
ベ
ル
リ
ソ
総
管

　
レ
ク
ト
リ
ュ
ー
ム

　
理
局
、
　
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
政
府
に
異
議
を
申
し
た
て
た
が
、
成
果
は
な
く
、
国
境
で
し
ば
し
ば
密
取
引
を
め
ぐ
り
血
た
ま
ぐ
さ
い
事
件
が
起

　
き
た
（
０
８
０
０
↑
ｐ
ら
け
■
冒
實
守
巳
．
○
ｏ
．
Ｈ
お
．
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

¢
ｏ
　
職
人
の
引
ぎ
ぬ
ぎ
は
賃
銀
を
お
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
よ
り
よ
い
住
居
と
食
物
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
な
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
選

　
帝
侯
は
ツ
ソ
フ
ト
の
頗
い
に
よ
り
職
人
に
夕
方
暖
か
い
食
事
と
コ
ー
ヒ
ー
を
与
え
る
こ
と
の
禁
止
、
な
ら
び
に
最
低
半
年
は
同
じ
親
方
の
許
に
留

　
ま
る
こ
と
を
命
じ
た
が
、
実
効
は
な
か
っ
た
（
＞
・
弓
プ
；
一
Ｐ
Ｐ
○
・
日
一
邑
Ｈ
Ｈ
・
○
Ｏ
・
Ｈ
Ｏ
．
Ｏ
Ｏ
・
）
。

＠
＞
．
箏
…
二
；
．
○
．
箏
邑
Ｈ
Ｈ
．
コ
・
．
奏
卜
＜
．
軍
＆
汁
二
；
．
○
．
○
Ｏ
．
鼻

的
＞
・
ヨ
一
…
二
；
．
○
．
Ｈ
一
邑
一
Ｈ
Ｈ
．
Ｕ
。
．
－
・
。
－
．
！
、
．
軍
・
・
戸
９
Ｐ
○
．
○
。
し
・
。
．
旨
．
雰
・
事
彗
。
・
；
二
Ｕ
・
二
多
｛
。
。
ま
。
・
易
考
．
○
・
．
定
岬
．

蝸
　
く
．
｝
篶
（
一
戸
ｐ
．
ヂ
○
．
○
ｏ
』
ｏ
．

帥
註
い
を
参
照
。

蝸
　
！
、
１
吋
『
＆
戸
２
．
２
．
○
．
り
Ｄ
．
胃
二
】
Ｏ
Ｏ
Ｏ
暮
津
ヨ
げ
竃
匡
（
－
．
○
Ｏ
．
ご
り
．

¢
ｄ
　
こ
こ
で
、
そ
の
後
の
麻
織
エ
ツ
ソ
フ
ト
の
推
移
を
辿
っ
て
お
こ
う
。
麻
織
物
業
繁
栄
に
よ
る
親
方
数
州
加
は
、
廿
紀
の
後
半
に
過
肖
競
箏
を
誘

　
発
し
、
麻
繊
工
の
立
場
を
悪
化
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
碑
情
の
も
と
で
、
ア
メ
リ
カ
独
立
職
箏
に
よ
る
輪
川
減
込
を
火
機
と
し
て
加
工
賃
を
め
ぐ
る

　
商
人
と
麻
織
工
の
対
立
が
激
化
し
た
。
そ
の
最
大
の
事
件
は
、
八
一
年
、
商
人
Ｊ
・
Ｇ
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
マ
ソ
の
加
工
賃
支
払
拒
否
に
端
を
発
し
、



麻
織
エ
ツ
ソ
フ
ト
と
撚
糸
警
ツ
ソ
フ
ト
の
全
面
的
対
立
に
震
し
、
つ
い
に
八
三
年
百
四
日
、
麻
織
工
親
方
と
職
人
が
同
盟
し
て
起
し
た
暴
動

で
あ
る
二
れ
に
た
い
し
・
商
人
は
デ
；
セ
ル
ド
ル
フ
か
ら
軍
隊
姦
い
て
鎮
圧
し
、
一
つ
月
吾
、
麻
織
エ
ツ
ソ
フ
ト
解
散
勅
令
が
出
さ
れ

た
二
一
の
よ
う
に
商
人
と
政
府
は
共
同
し
て
麻
織
エ
ツ
ソ
フ
ー
を
袈
さ
せ
た
一
二
巨
。
・
饒
・
、
・
。
・
冒
。
＝
二
・
嚢
－
曇
．
。
．
。
、
。
。
汁
、

　
２
．
ｐ
○
．
○
○
．
ｓ
～
蟹
．
ヨ
ｏ
○
○
ｇ
ま
日
げ
害
奮
〔
一
．
○
ｏ
．
Ｈ
畠
～
一
旨
・
）
。

　
　
以
上
の
言
に
・
世
紀
の
前
半
ツ
ソ
フ
ー
の
外
襲
か
り
て
団
結
し
、
商
人
支
配
を
下
か
ら
堀
り
崩
し
た
麻
織
工
は
ふ
た
た
び
商
人
の
下
に
屈

し
た
；
は
・
な
ぜ
屈
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
一
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
世
紀
の
後
半
ラ
イ
ソ
雇
大
衆
の
衣
料
素
材
が
麻

か
ら
綿
に
移
行
す
る
に
っ
れ
、
麻
織
工
の
蓄
葉
盤
夏
る
内
部
市
場
が
失
わ
れ
た
と
い
う
事
情
が
お
げ
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
麻
織
物
業
の

　
繊
維
工
業
発
展
の
た
め
に
果
し
た
役
割
は
一
八
世
紀
前
半
に
そ
の
任
を
終
え
た
と
い
え
よ
う
。

切
＞
．
宇
；
Ｐ
２
．
Ｐ
旨
。
＝
Ｈ
。
・
．
Ｈ
。
・
ア
一
・
…
．
く
』
邑
戸
・
．
・
．
○
・
…
軍
三
冨
汁
ま
と
目
ら
目
、
目
｛
。
一
。
。
庁
、
昌
旨
。
、
考
一
弓
、
、
汁
、
；
・
冨
．

喝
＞
．
旨
Ｐ
二
．
・
．
ぎ
二
一
．
。
・
．
一
・
・
；
．
睾
号
＝
．
・
．
…
一
；
昌
葦
言
、
、
く
。
、
タ
、
、
、
募
・
。
。
プ
箏
・
・
。
・
一
；
；
、
、
夢
、
自
。
。
、
目
。

軍
奏
豆
婁
．
。
・
．
暮
．
ら
婁
二
・
・
葦
巨
・
婁
ユ
。
。
姜
邑
薫
昌
・
・
婁
・
・
。
・
一
・
一
。
隻
、
麻
．
綿
交
織
業
は
六
三
年
に
Ｊ
．
Ｈ
．

　
シ
ュ
ッ
カ
ル
ト
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
と
い
う
（
オ
．
内
０
：
－
Ｂ
竃
Ｐ
Ｐ
曽
・
○
・
Ｏ
Ｏ
・
べ
・
）
。

均
＞
．
ぎ
Ｐ
二
．
。
．
麦
二
一
．
。
・
．
一
一
・
。
・
』
二
葦
睾
・
一
・
一
・
；
・
嚢
・
ン
；
隻
一
、
自
。
。
。
。
も
。
、
。
自
一
。
。
汁
一
。
・
。
自
。
。
≠
・
。
・
暮
．

¢
ｏ
　
］
）
ａ
Ｏ
ｏ
ｇ
津
日
げ
竃
序
Ｈ
ｐ
Ｏ
ｏ
・
Ｈ
・
。
り
・

カ
　
，
ら
豪
汁
ユ
ｏ
と
箏
｛
｝
２
箏
宕
Ｈ
。
。
汀
ｐ
昌
昌
胃
オ
ご
勺
鶉
ユ
巴
．
○
ｏ
．
Ｈ
Ｏ
ｏ
・

¢

劾
＞
．
冒
昌
－
２
．
Ｐ
○
．
弓
麦
二
．
。
・
．
尋
．
弓
．
Ｑ
．
昌
書
メ
Ｐ
Ｐ
○
・
・
。
・
・
。
し
一
・
雰
麦
、
、
自
・
。
。
、
一
二
）
。
、
＞
自
一
。
。
汁
一
。
・
。
自
・
。
考
・
つ
。
・
暮
．
一
目
、
一
自
。
。
．

　
汁
ユ
甲
自
目
｛
｝
彗
（
一
９
。
・
斤
ｐ
冒
昌
竃
オ
自
り
勺
胃
言
Ｈ
．
○
ｏ
．
お
・

的
　
く
．
団
『
＆
戸
ｐ
．
ｐ
．
○
．
○
ｏ
・
竃
・
○
ｏ
・
仰
¢
・

帥
睾
。
・
葦
雲
き
一
二
．
曇
』
昌
童
吾
二
、
葦
。
、
；
・
。
。
ブ
。
・
・
。
』
・

鯛
　
く
．
向
ｓ
津
一
ｐ
ｐ
．
〇
一
〇
〇
・
仁
ｏ
ｏ
・

的
－
ま
易
汁
ユ
ｏ
Ｉ
；
ｐ
｝
竃
ま
『
。
・
ぎ
昌
ヨ
ｇ
オ
ｏ
弓
實
ｇ
一
・
○
ｏ
・
Ｈ
Ｎ
・

的
「
本
南
家
内
工
業
で
お
る
－
ボ
ソ
製
嚢
は
以
前
か
ら
大
ぎ
な
嚢
を
つ
て
い
る
。
…
巾
世
に
竿
工
業
が
支
幣
定
努
法
で
あ

一
た
。
：
…
．
中
世
轟
写
工
薯
は
な
苔
己
の
原
料
を
加
工
し
て
盲
、
し
た
が
つ
て
小
さ
鳥
業
利
得
と
労
貨
は
結
合
し
て
い
た
。
し
か

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
驚
工
菜
の
鯖
二
纂
の
白
由
』
の
前
提
条
凸
一
川
本
一
　
　
－
二
九
六
こ



謁的
ｅ
ｏ的

鋤
○
．
・
。
昌
昌
・
一
写
二
』
．
○
．
。
。
１
お
Ｏ
．
＞
．
宇
昌
二
』
．
○
．
掌
¢
一
；
Ｈ
．
。
・
．
ミ
。
・
～
弓
り
．

く
・
卑
筆
二
；
・
○
・
・
。
・
べ
・
一
）
ａ
・
。
迂
け
匡
軍
邑
Ｐ
・
。
．
基
．
籟
；
琴
汁
喜
；

　
く
昌
考
彗
吋
津
○
ｏ
○
｝
旨
．
○
ｏ
．
崔
．
！
く
．
穴
ｇ
一
目
峯
目
ｐ
ド
ｐ
．
○
．
○
○
．
¢
．

樽
　
！
く
．
宍
ｇ
Ｈ
昌
ｐ
目
ｐ
ｐ
．
ｐ
．
○
．
ｏ
ｎ
．
べ
．

帥
声
史
膏
事
Ｐ
豪
竃
一
ｂ
睾
＞
巨
Ｃ
・
ま
。
ｑ
豪
奉
．
○
○
．
Ｈ
亀
．

陶
　
一
八
一
五
年
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
六
大
都
市
の
人
口
は
第
一
一
夫
の
如
く
で
あ
る
。
Ｎ
・
バ

　
ル
ク
ハ
ウ
ゼ
ソ
は
、
　
こ
の
う
ち
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
、
　
バ
ル
メ
ソ
、
　
ク
レ
フ
ヱ
ル
ト
の
三

　
都
市
が
い
ず
れ
も
一
八
此
紀
に
小
さ
な
炎
村
か
ら
輿
隆
し
た
こ
と
に
注
口
し
て
い
る
（
ン
〔

　
｝
胃
片
迂
豪
彗
一
〇
弩
＞
ｏ
げ
庄
¢
ｏ
ｑ
易
考
．
ｏ
○
．
弓
○
．
）
。

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
　
（
九
六
二
）

し
、
販
売
が
増
大
し
、
大
量
の
同
種
原
料
が
必
要
と
な
っ
た
と
ぎ
、
商
人
が
原
料
を
手
工
業
者
か
ら
奪
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
小
親
方
は
他
人
の
原

料
を
企
業
家
の
註
文
で
加
工
し
た
。
今
日
家
内
工
業
と
よ
ば
れ
る
も
の
は
こ
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
。
こ
の
形
態
は
今
日
な
お
リ
ボ
ソ
製
造
業

に
認
め
ら
れ
る
」
（
く
・
｝
Ｈ
＆
戸
Ｐ
曽
・
○
・
○
Ｏ
・
Ｈ
Ｏ
◎
０
～
Ｈ
Ｏ
。
べ
・
）
。

　
こ
の
視
角
は
Ａ
．
ト
ゥ
ー
ソ
以
来
、
ラ
イ
ソ
エ
業
史
研
究
を
一
貫
し
て
貫
ぬ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
書
物
の
繊
維
工
業
諸
部
門
に
っ
い

て
の
具
体
的
叙
述
で
は
、
専
ら
技
術
的
発
展
の
跡
の
み
が
辿
ら
れ
、
　
こ
こ
で
の
商
人
と
直
接
的
生
産
者
と
の
具
体
的
な
関
係
、
直
接
的
生
産
老

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
経
営
の
あ
り
方
に
っ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
塑
言
す
れ
ば
、
商
人
支
酎
の
実
体
に
っ
い
て
な
ん
ら
の
実
証
も
な
さ
れ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
世
紀
ヴ
ツ
パ
ー
・
タ
ー
ル
で
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
検
出
を
行
う
さ
い
、
こ
れ
ら
書
物
の
産
業
諸
部
門
に
っ
い
て
の

叙
述
か
ら
の
み
で
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
視
野
を
広
く
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
過
程
と
の
関
連
に
ま
で
拡
げ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
く
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吋
；
隼
一
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〇
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畠
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・
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・
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・
。
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曇
．
害
邑
ま
芭
曇
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；
・
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・
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崖
～
一
べ
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く
．
■
屋
津
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〇
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〇
〇
一
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／
く
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床
ｇ
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昌
ｐ
箏
ｐ
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一
ｐ
．
○
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ｏ
〇
一
べ
一

　
＜
一
｝
篶
岸
一
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
０
　
０
Ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
１

　
打

　
一
－

　
都

　
大

　
六

　
ソ

　
イ

　
ラ

　
の

　
年

衣
１
５

一
１
８

第



■
　
　
ニ
　
タ

ニ
フ
ィ
ソ
に
お
け
る
プ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
形
成
と
『
営
業
の
自
由
』

　
二
ー
ダ
ー
ニ
フ
ィ
ソ
の
二
ー
ル
ス
河
流
域
で
は
、
　
『
フ
ラ
ツ
ク
ス
ニ
フ
ソ
ト
』
の
名
が
示
す
、
よ
う
に
、
土
質
が
亜
麻
栽
培
に
適
し
、

く
わ
え
て
二
ー
ル
ス
の
流
れ
が
麻
撚
糸
と
麻
布
の
洗
樵
、
漂
白
に
好
都
合
で
あ
っ
た
た
め
、
古
く
よ
り
農
閑
期
、
と
く
に
冬
期
に
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

民
の
副
業
と
し
て
麻
織
物
業
が
営
ま
れ
て
い
ね
。
麻
織
物
は
自
家
需
要
の
た
め
に
製
造
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
世
紀
初
頭
よ
り
商
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

生
産
へ
移
行
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ト
ウ
ラ
ル
・
タ
イ
ル
ソ
ク

　
ニ
ー
ダ
ー
ニ
フ
ィ
ソ
で
は
分
割
相
続
が
一
般
的
で
あ
る
。
子
供
は
麻
織
物
業
に
従
事
し
、
父
の
死
後
そ
の
一
人
が
農
場
を
継
ぎ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

他
の
者
は
一
モ
ル
ゲ
ソ
の
土
地
を
譲
渡
さ
れ
て
副
業
で
生
計
を
た
て
ね
。
一
八
世
紀
に
は
、
農
業
革
命
の
進
展
と
並
行
し
て
亜
麻
栽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

培
も
ま
す
ま
す
盛
ん
と
な
以
、
　
『
民
富
』
の
形
成
に
よ
る
内
部
市
場
の
深
化
と
相
ま
っ
て
、
麻
織
物
業
を
構
成
す
る
亜
麻
栽
培
Ｈ
紡

糸
Ｈ
織
布
の
三
工
程
が
次
第
に
独
立
の
部
門
に
分
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
を
集
赦
し
て
い
っ
た
上
向
農
民
は
専
ら
亜
麻
栽
培
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ェ
ー
バ
ー
・
ク
ネ
ヒ
ト

と
な
り
、
麻
織
物
業
を
通
じ
て
上
昇
し
た
農
民
が
織
布
工
を
艇
傭
す
る
大
き
な
機
屋
を
営
む
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
職
業
的
に

　
　
シ
ュ
ピ
ン
ネ
リ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
価

働
く
掃
人
紡
糸
工
が
生
じ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
主
要
工
程
で
あ
る
織
布
工
程
で
の
経
営
形
態
に
は
二
つ
の
類
型
が
認
め
ら
れ
る
。
箪
一
類
型
は
独
一
止
麻
織
工
の
ば
あ
い
で
あ
る
。

か
れ
ら
は
麻
織
物
を
直
接
遍
歴
商
人
に
販
売
し
た
。
製
品
は
青
地
に
白
い
模
様
を
つ
け
た
掃
人
服
と
痕
台
被
布
で
あ
り
、
内
部
市
場

む
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
ガ
っ
て
、
独
立
麻
織
工
親
方
は
簡
単
な
捺
染
場
を
も
っ
て
お
り
、
麻
織
工
は
捺
染
工
を
も
兼
ね
て
い

る
。
捺
染
は
、
模
様
を
彫
り
、
そ
こ
に
蟻
ま
た
は
豚
油
を
つ
め
た
木
板
に
染
料
を
塗
っ
て
布
地
に
押
し
つ
け
る
方
法
で
な
さ
れ
た
。

染
色
さ
れ
た
布
地
を
洗
樵
し
て
油
を
落
す
と
、
青
地
に
白
の
模
様
が
く
っ
き
り
と
浮
き
で
た
。
染
料
に
は
オ
ラ
ソ
ダ
を
通
じ
て
輪
入

　
　
　
一
八
峠
紀
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
臼
（
川
本
）
　
　
　
　
一
七
一
．
一
　
へ
九
六
一
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
　
（
九
六
四
）

さ
れ
た
イ
ソ
ド
藍
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
イ
ソ
ド
藍
は
水
車
で
荒
び
き
さ
れ
た
の
ち
、
重
い
球
を
入
れ
た
円
形
の
鍋
で
粉
末
に
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
独
立
麻
織
工
経
営
の
な
か
か
ら
仕
上
げ
工
程
の
み
で
な
く
、
紡
糸
、
糸
巻
等
の
準
備
工
程
を
も
包
摂
す
る
か
、
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

下
詩
け
に
だ
し
た
大
き
な
機
屋
□
Ｈ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
〕
が
生
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
箪
二
類
型
は
オ
ラ
ソ
ダ
の
メ
ソ
ノ
ー
派
亡
命
者
を
中
心
と
す
る
問
屋
商
人
の
経
営
で
あ
る
。
間
崖
商
人
は
織
布
工
程
を
農
村
麻
織

工
に
下
諦
け
さ
せ
、
復
活
祭
に
麻
布
を
買
集
め
、
ハ
ー
レ
ム
に
送
っ
て
漂
白
し
た
。
製
品
は
白
い
折
襟
に
使
用
さ
れ
る
上
質
の
麻
布

（
０
０
；
与
竃
一
〇
庄
オ
竃
ｑ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
げ
竃
）
で
あ
り
、
一
部
ラ
イ
ソ
地
方
に
販
売
さ
れ
た
が
、
大
部
分
は
フ
ラ
ソ
ス
、
オ
ラ
ソ
ダ
を
通
じ
て

世
界
市
場
へ
輸
出
さ
れ
た
。
間
屋
商
人
の
主
軸
は
一
七
世
紀
に
、
と
り
わ
け
グ
ラ
ー
ド
バ
ッ
ハ
地
方
に
定
普
し
た
オ
ラ
ソ
ダ
亡
命
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

で
あ
る
が
、
の
ち
に
地
元
麻
織
工
親
方
の
な
か
か
ら
荷
馬
卒
に
麻
織
物
を
秩
ん
で
ハ
ー
レ
ム
に
源
白
に
ゆ
く
者
も
生
じ
ね
。

　
一
八
世
紀
七
〇
年
代
に
、
麻
・
綿
交
織
業
を
営
ん
で
い
た
ヴ
ッ
バ
ー
・
タ
ー
ル
人
が
地
価
、
牛
活
孜
の
高
騰
か
ら
、
麻
織
物
の

経
験
を
も
つ
低
廉
労
働
力
を
求
め
て
二
－
ダ
ー
ニ
フ
ィ
ソ
に
進
出
し
て
き
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
従
来
の
麻
織
物
業
に
か
わ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

麻
・
納
交
織
業
が
発
展
し
、
　
一
九
世
紀
に
は
ラ
イ
ト
、
グ
ラ
ー
ド
バ
ッ
ハ
が
『
ラ
イ
ソ
の
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
麻
・
納
交
搬
業
に
お
い
て
も
二
類
型
○
経
営
形
態
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
類
型
は
ヴ
ッ
パ
ー
・
タ
ー
ル
か
し
二
－
ダ
ー
ニ
フ
ィ
ソ

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

に
移
住
し
た
麻
．
綿
交
繊
工
を
中
心
と
す
る
経
営
の
ば
あ
い
で
あ
る
。
そ
の
お
も
な
者
と
し
て
九
八
年
に
移
住
し
、
グ
ラ
ー
ド
バ
ッ

ハ
綿
工
業
主
妥
没
立
者
の
一
人
と
な
っ
た
１
・
Ｐ
・
ベ
ッ
リ
ソ
グ
（
Ｈ
．
勺
．
団
◎
ｏ
旨
晶
）
、
　
ヒ
ュ
ッ
ケ
ス
ヴ
ァ
ー
ゲ
ソ
に
移
住
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

Ａ
・
フ
ロ
ヴ
、
イ
ソ
（
＞
；
ｏ
ｄ
～
◎
ノ
葛
ヲ
）
、
ラ
イ
ト
に
移
っ
た
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
～
２
胃
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
麻
・
綿
交
織
織
物
化

水
に
は
、
雌
述
ｏ
よ
う
「
ト
、
準
術
工
程
を
含
め
て
繊
機
一
台
に
つ
き
二
一
人
を
必
変
と
す
る
。
製
＾
は
靴
下
、
夜
問
帽
、
ハ
ソ
ヵ
チ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

婦
人
服
等
の
製
迭
に
川
い
ら
れ
、
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
絹
織
物
が
奮
修
品
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
大
衆
の
生
活
必
需
品
で
あ
っ
ね
。
し



た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
経
営
○
な
か
か
ら
内
部
市
場
を
蓄
枝
基
盤
と
し
、
経
鴬
内
分
業
を
行
っ
て
い
た
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ァ
が
姿
を

現
わ
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
第
二
類
型
は
ヴ
ッ
バ
ー
・
タ
ー
ル
間
屋
商
人
に
よ
る
経
営
の
ば
あ
い
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
二
ー
ダ
ー
．
ラ
ィ
ソ
に
支
店
を
設
け
、

　
　
　
　
　
　
フ
ア
ク
ト
ー
レ
ソ

自
身
で
、
ま
た
は
仲
介
人
を
通
じ
て
織
布
工
を
探
し
だ
し
、
模
様
を
指
定
し
た
う
え
で
経
と
緯
を
供
給
し
、
完
成
品
と
引
か
え
に
加

工
賃
を
支
払
っ
た
。
織
工
の
多
く
は
小
土
地
を
保
有
し
、
小
家
屋
と
織
機
を
所
有
す
る
小
農
民
で
あ
り
、
夏
期
に
は
商
品
の
引
渡
し

を
要
求
し
て
も
無
駄
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
な
お
生
計
維
持
の
重
点
を
農
業
に
か
け
て
い
た
。
完
成
品
は
大
き
な
荷
馬

車
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
送
ら
れ
、
ア
メ
リ
ヵ
に
輸
出
さ
れ
て
奴
隷
服
と
な
っ
た
。
一
九
世
紀
初
頭
、
間
崖
商
人
の
多
く
は
し
ば
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

ば
数
百
人
の
織
工
を
働
か
せ
て
い
た
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
類
型
の
経
営
形
態
は
『
営
業
の
白
由
』
に
た
い
し
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
Ｍ
．
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ル
ク
ハ
ゥ
ゼ
ソ
は
、
　
「
二
ー
ダ
ー
ニ
フ
ィ
ソ
で
は
到
る
と
こ
ろ
で
ツ
ソ
フ
ト
か
ら
白
由
で
あ
っ
た
。
市
い
都
市
工
業
と
の
関
係
は
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、

こ
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
…
：
・
問
屋
は
ほ
と
ん
ど
農
村
に
住
ん
で
い
た
。
麻
工
業
は
圧
倒
的
に
再
洗
礼
派
に
握
ら
れ
て
お
り
、
か

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
織
工
で
あ
っ
て
、
し
か
も
資
本
力
の
あ
る
閉
屋
で
あ
っ
た
」
　
（
傍
点
－
引
川
者
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｂ

・
ク
ス
ヶ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
　
「
人
六
が
過
大
評
価
し
て
い
る
ブ
ラ
ソ
ス
の
侵
入
は
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
し
か
巡
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

た
い
。
フ
ラ
ソ
ス
支
配
の
飾
物
の
一
つ
で
あ
る
ラ
ィ
ソ
左
岸
の
綿
工
業
は
す
で
に
一
八
世
紀
に
樽
入
さ
れ
て
い
た
。
新
ら
し
い
発
展

は
急
速
に
で
は
た
い
に
せ
よ
、
外
因
ｏ
脇
力
な
し
で
行
わ
れ
丸
た
で
あ
ろ
う
。
…
…
中
世
後
期
以
米
汽
木
主
義
ｏ
皿
徹
が
顕
著
と
な

り
つ
つ
あ
っ
た
。
費
本
主
義
は
数
世
紀
か
か
っ
て
商
茱
か
ら
生
じ
た
が
、
こ
こ
ラ
ィ
ソ
ラ
ソ
ト
で
は
活
淡
な
商
品
流
通
か
ら
と
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

繁
栄
し
、
そ
の
緒
果
工
業
を
強
力
に
し
て
い
っ
た
、
工
業
は
間
屋
制
と
結
合
し
て
お
り
、
間
崖
制
は
工
業
が
吋
能
な
と
１
こ
ろ
で
、
貫

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
Ｏ
災
開
と
『
営
業
の
自
由
」
の
前
提
条
件
臼
（
川
本
）
　
　
　
　
一
七
五
　
（
九
六
五
）



　
　
　
血
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
　
へ
九
六
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

占
め
を
基
礎
に
導
入
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
　
（
傍
一
爪
－
引
用
者
）
と
。
こ
の
よ
う
に
従
来
○
ラ
ィ
ソ
史
研
究
は
、
『
営
業
の
自
由
』
、

ま
た
は
新
ら
し
い
発
展
の
前
提
条
件
を
麻
織
物
業
と
麻
・
綿
交
織
業
の
経
営
形
態
第
二
類
型
〔
Ｈ
間
屋
制
〕
に
求
め
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
よ
う
。

　
三
三
年
、
フ
ィ
ー
ル
ゼ
ソ
の
間
屋
商
人
は
プ
ロ
ィ
セ
ソ
王
と
フ
ィ
ー
ル
ゼ
ソ
聯
隊
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ー
レ
ム
で
漂
白
し
た
五
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

六
グ
ル
デ
ソ
と
一
一
四
グ
ル
デ
ソ
の
上
質
麻
布
を
贈
り
、
兵
役
免
除
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
問
崖
商
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
り

つ
ね
に
古
い
権
力
と
の
結
合
を
深
め
、
特
権
に
よ
り
利
益
を
享
受
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
も
つ
た
。
し
か
し
て
、
か
れ
ら
は
営
業
の

白
由
の
担
い
手
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
間
屋
商
人
の
力
は
き
わ
め
て
微
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
に
は
問
屋
商
人
と
織
布
工
の
あ
い
だ
に
鋭
い
階
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

対
立
は
な
く
、
繊
布
工
は
現
物
の
低
貨
銀
に
廿
ん
じ
て
い
た
が
、
農
繁
期
で
あ
る
夏
期
に
は
問
展
商
人
の
商
品
引
渡
し
要
求
に
応
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
¢

な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
問
屋
商
人
支
配
下
の
織
布
工
は
農
業
の
み
で
は
牛
計
不
可
能
で
は
あ
っ
た
が
、
か
な
り

裕
福
で
独
立
性
を
も
っ
た
撲
民
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
か
れ
ら
の
周
辺
に
は
独
立
織
布
工
が
多
数
存
在
し
、
牛
計
の
重
点
を
工
業

に
移
し
た
ば
あ
い
、
近
辺
で
容
身
に
販
路
を
見
出
し
、
小
商
品
牛
産
者
か
ら
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
主
へ
と
上
昇
す
る
可
能
性
が
与

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

え
ら
れ
て
い
た
。
内
部
市
場
に
蓄
秩
基
盤
を
も
つ
小
商
＾
牛
産
者
と
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
こ
ン
、
閉
屋
商
人
の
力
を
蝸
め
、
　
『
営
業

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
白
山
』
の
前
提
条
件
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
、
　
“
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
“
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、

　
『
常
業
の
ｎ
由
』
の
前
提
条
件
は
、
　
一
八
世
紀
ラ
ィ
ソ
地
方
に
お
け
る
小
商
＾
牛
産
肯
胴
の
一
般
的
成
立
を
氷
盤
に
、
　
ヴ
ッ
バ

、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

１
・
タ
ー
ル
と
二
ー
ダ
ー
．
ラ
イ
ソ
に
形
成
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
を
担
い
手
と
し
て
刷
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ン
、
の
蓄
秩
茶
盤
で
あ
る
内
部
市
場
は
な
お
狭
腱
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
成
－
育
度
も
幼
弱
で
あ
っ
た
と
い
わ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

ね
ば
な
ら
な
い
。
内
部
市
場
の
広
さ
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
小
領
邦
群
立
に
よ
る
障
害
は
打
破
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
東
は
ヴ
ヱ
ー
ゼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

ル
、
北
は
モ
ー
ゼ
ル
に
お
い
て
プ
ロ
イ
セ
ソ
、
ク
ー
ル
・
フ
ァ
ル
ツ
関
税
線
に
よ
り
遮
断
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
深
さ
は
農
工
未
分
離
に

よ
る
白
給
性
の
保
持
、
ツ
ソ
フ
ト
制
度
の
残
津
等
に
よ
り
制
限
を
受
け
て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
内
部
市
場
を
基
盤
と
す
る
宮
の
蓄

秩
は
一
定
の
限
度
を
劃
さ
れ
、
そ
れ
以
上
富
を
蓄
積
す
る
た
め
に
は
隔
地
問
市
場
へ
蓄
積
基
盤
を
移
行
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
パ
ル
ト
マ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

　
一
八
一
〇
年
一
〇
月
二
二
日
に
作
成
さ
れ
た
ロ
ェ
ル
県
に
お
け
る
主
要
製
造
業
者
リ
ス
ト
は
第
一
二
表
の
通
り
で
あ
る
。
繊
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

工
業
に
従
事
す
る
者
六
名
の
う
ち
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
一
ア
主
に
Ｊ
・
レ
ソ
セ
ソ
、
Ｃ
．
ク
ラ
ゥ
ス
、
１
．
ヴ
ァ
ソ
．
ホ
ゥ
ト
ソ
の

三
名
を
数
え
る
が
、
い
ず
れ
も
ラ
ィ
ソ
左
岸
の
フ
ラ
ソ
ス
ヘ
の
併
合
後
擦
頭
し
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
一
八
世
紀
に
大
き
な
富
を
蓄

稜
す
る
た
め
に
は
、
内
部
市
場
が
な
お
狭
隆
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
つ
ぎ
に
、
一
八
世
紀
ラ
ィ
ソ
地
方
に
そ
の
巨
富
を
誇

っ
た
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
絹
織
物
業
者
ラ
ィ
ェ
ソ
家
と
、
モ
ソ
シ
ャ
ウ
毛
繊
物
業
者
シ
ャ
ィ
プ
ラ
ー
家
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
歴
史
的
性
格

と
『
営
業
の
白
由
』
に
た
い
し
て
も
っ
た
役
割
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
○
Ｄ
－
．
｝
ｐ
畠
竃
一
〇
畠
迂
＜
く
昌
ン
ｈ
婁
家
竃
．
団
ら
．
Ｈ
．
○
ｏ
乙
．
｝
．
○
．
冒
斥
ぎ
メ
顯
．
ｐ
．
○
．
○
ｏ
Ｌ
～
ド
岸
ま
－
己
彗
ま
｝
彗
ｑ
奉
雪
汀
．
○
ｏ
．
轟
○
．
二

　
　
ー
ル
ス
河
流
域
に
は
南
か
ら
北
ヘ
ギ
ー
ゼ
ソ
キ
ル
ヘ
ソ
、
オ
ー
デ
ソ
キ
ル
ヘ
ソ
、
グ
レ
ー
フ
ェ
ソ
ブ
艀
イ
ヒ
、
ヴ
ィ
ッ
ク
ラ
ー
ト
、
ラ
イ
ソ
ダ
ー

　
　
レ
ソ
、
デ
ュ
ル
ヶ
ソ
、
　
フ
ィ
ー
ル
ゼ
ソ
、
ズ
ヒ
テ
ル
ソ
等
の
村
や
小
都
市
が
並
び
、
　
い
ず
れ
も
麻
、
綿
紡
織
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
（
｝
．
○
．

　
　
］
）
享
ぎ
メ
ｐ
．
四
．
○
．
○
ｏ
．
Ｈ
．
声
吋
胃
庁
罫
畠
竃
一
ｂ
彗
声
自
げ
戌
ｏ
ｏ
ｑ
易
峯
．
ｏ
ｏ
．
Ｈ
塞
．
）
。

　
の
　
曽
．
団
彗
汀
げ
囚
易
彗
し
）
實
声
目
げ
弐
品
畠
奉
．
○
ｏ
．
畠
◎
．

　
ゆ
　
＞
．
弓
プ
冒
Ｐ
Ｐ
．
２
．
○
．
↓
プ
９
－
．
Ｈ
．
○
０
１
－
８
．
嵩
．
吋
彗
〆
プ
２
自
。
・
Ｏ
目
一
〇
〇
汁
Ｐ
津
－
Ｏ
｝
Ｏ
！
く
オ
蒜
Ｏ
プ
註
庁
。
。
庁
自
〆
自
目
０
ｑ
自
Ｏ
・
考
．
Ｏ
Ｏ
．
お
岬
．
二
ー
ダ
ー
・
ラ
イ

　
　
ソ
に
多
く
存
す
る
！
く
Ｏ
烹
易
一
オ
Ｏ
｛
Ｏ
鶉
一
史
；
庁
２
一
〇
〇
〇
ぎ
冒
昌
一
曽
Ｏ
－
蒜
Ｏ
ぎ
勺
勺
彗
等
の
姓
は
副
業
か
ら
火
じ
た
と
い
わ
れ
る
（
勾
プ
９
己
Ｐ
目
穿

　
　
曽
ｐ
箏
ら
考
ｏ
寿
．
ｏ
○
．
轟
Ｈ
．
）
。

　
↑
○
声
＞
旨
ぎ
者
鼻
晶
鶉
・
巨
・
享
９
０
。
．
お
９

　
引
　
射
｝
９
己
Ｐ
目
ｑ
Ｏ
Ｏ
｝
Ｐ
目
｛
考
Ｏ
Ｈ
ド
Ｏ
Ｏ
．
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
．

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
岐
開
と
「
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
白
（
川
本
）
　
　
　
　
一
七
七
　
（
九
六
七
）
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六
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．
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斥
プ
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目
ｕ
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目
－
Ｏ
○
汁
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Ｐ
汁
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Ｏ
プ
¢
！
！
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庁
Ｏ
Ｏ
Ｃ
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汁
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目
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自
目
０
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自
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ｎ
孝
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．
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９
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９
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目
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自
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｛
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プ
ｏ
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目
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２
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ｎ
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ｐ
目
（
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！
＜
ｃ
Ｈ
片
．
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ｏ
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ｃ
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¢
仁
．

　
ｋ
〆
Ｈ
げ
仁
－
■
ｐ
．
ｐ
一
〇
．
Ｈ
ケ
ｏ
－
Ｈ
．
○
ｏ
．
］
．
ｏ
〇
一

　
司
．
○
．
］
Ｕ
－
斥
プ
◎
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２
．
○
．
○
ｏ
．
岬
．

　
「
領
土
の
分
裂
は
工
業
発
腿
を
本
質
的
に
阻
止
す
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
兎
碗
主
義
的
に
領
土
を
関
税
陣
蝋
で
囲
む
こ
と
は
小
領
邦

で
は
遂
行
不
可
能
で
あ
る
。
小
領
邦
内
で
の
販
売
で
は
生
活
で
ぎ
な

い
の
で
、
　
つ
ね
に
輸
出
工
業
が
扱
要
で
あ
っ
た
」
（
旨
．
口
彗
巨
峯
－

自
ｏ
ｎ
¢
目
一
】
）
Ｑ
Ｈ
＞
自
｛
ｏ
ｎ
汁
｛
¢
ｏ
ｑ
自
ｏ
ｏ
奉
．
Ｕ
〇
一
］
．
ｏ
べ
．
）
。

　
｝
｛
．
　
Ｏ
．
　
Ｕ
ｏ
ｏ
プ
王
げ
一
〇
『
　
自
目
ら
　
Ｈ
（
．
　
１
く
ｃ
一
｛
Ｈ
ｐ
汁
プ
一
　
ｐ
．
ｐ
．
○
．
○
ｏ
．
べ
．

－
コ
（
一
自
Ｏ
ｏ
け
ユ
Ｏ
－
巨
箏
ら
曽
２
旨
ら
９
０
０
斤
Ｐ
旨
一
昌
Ｏ
『
！
く
目
勺
勺
Ｏ
『
け
Ｐ
－
．
○
Ｃ
．
一
－
・

　
カ
．
Ｎ
・
フ
。
。
し
；
．
○
．
○
。
．
８
．

一
七
八
　
（
九
六
八
）

トスリ者業造製要主るげおに県ルエ
ロの年

１
０

１
８表二第

　
）

　
ソ額

　
ラ

産
フ

（
財

格
つ

価
ラ

物
フ

産
（生

年
－

数老傭雇名者業迭製

ＯＯＯＯＯ０３ＯＯＯＯＯ０３０００３皿
仰
剖

レ
業

ｒ
物

由
繊

ｎ
絹

珊
ト

　
ル

Ｆ
工

ｍ
フ

Ｖ
レ

Ｈ
レＲＩ

ＯＯＯＯＯ０３０００００５１Ｏ０５１

）

　
者

　
業

　
物

　
織

　
絹

ｈ
ト

０
ー
レ

Ｆ
ノ

　
エ

ｋ
ー
フ

ａｈ
レ

ＣＳ
ク

ｔｔ
（

ＯＧ■

ＯＯＯＯＯ０１ＯＯＯＯ０２１Ｏ０５１
　
）

　
者

　
業

飢
物

削
織

．
釧
毛

此
ウ

Ｓ
ヤ

ｗ
シ

ｄ
ソ

肌
モ

｛
（肛

Ｂ■

ＯＯＯＯＯ０１００００５３００４
　
）

　
者

　
物

　
織

　
麻

ｍ
ト

珊
イ

ｅ
ｎ
ラ

Ｌ
（ｍｈハ皿

ＯＯＯＯＯ０１ＯＯＯＯ０２１８５

９
＾

）

　
者

　
業

　
物

　
織

　
毛

　
ソ

ＳＳ
へ

ｕａ
一

Ｃ
ア

（

ｄａｒＯＣＶ

Ｏ００００９ＯＯＯＯＯ０１２９２
　
）

　
者

　
業

　
物

　
織

。
。
毛

血
ソ

允
へ

１
一ｍ

ア
Ｖ
（

Ｚａｎ
１
９

ｗ

０００００４ＯＯ０００６０９１
　
）

　
者

　
業

　
造

　
製

ｅ
ｒ
フ

｛
イ

Ｍ
ー
ナ

｛
ク

Ｓ
ル

Ｌ
べ

“
レ

一
ー
　
ノ

ｒ
ト

Ｆ
一

阯
レ



妙帥 　
一
八
〇
六
年
一
一
月
二
一
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ソ
ば
ベ
ル
リ
ソ
で
大
陸
封
鎮
令
を
発
し
、
こ
れ
に
と
も
な
う
イ
ギ
リ
ス
綿
糸
流
入
杜
絶
に
対
処
し
て
、

二
ー
ダ
ー
ニ
フ
ィ
ソ
に
綿
紡
績
所
を
設
立
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
た
の
が
Ｊ
．
レ
ソ
セ
ソ
で
あ
る
。
か
れ
は
た
だ
ち
に

ラ
ィ
ト
近
辺
に
二
っ
、
オ
ー
デ
ソ
キ
ル
ヘ
ソ
に
一
っ
の
紡
績
所
を
設
立
し
た
。
紡
績
工
程
に
は
二
－
ル
ス
の
水
力
を
で
き
る
だ
け
利
用
し
た
が
、

た
お
手
労
樹
を
主
と
す
る
原
始
的
な
製
造
方
法
が
と
ら
れ
た
。
経
営
形
態
は
一
経
営
に
多
数
の
労
働
者
を
集
中
し
、
開
綿
↓
打
綿
↓
撚
糸
工
程
を

一
労
働
場
所
で
行
う
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
で
あ
っ
た
（
『
○
．
冒
斥
ぎ
■
ｐ
・
ｐ
○
・
○
ｏ
・
ｏ
２
べ
・
）
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ソ
改
革
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
『
営
業
の
自
由
』
は
ア
ー
ヘ
ソ
の
有
能
な
毛
織
物
業
者
に
興
隆
の
機
会
を
開
い
た
。
な
か
で
も

い
ち
じ
る
し
く
拾
頭
し
た
の
が
Ｃ
・
ク
ラ
ウ
ス
と
１
・
ヴ
ァ
ソ
・
ホ
ウ
ト
ソ
で
あ
る
。
Ｃ
・
ク
ラ
ウ
ス
は
国
有
化
さ
れ
た
聖
ア
ソ
ナ
修
道
院
領
の

一
部
を
七
、
○
○
○
フ
ラ
ソ
ケ
ソ
で
、
ま
た
工
・
ヴ
ァ
ソ
・
ホ
ウ
ト
ソ
は
ヴ
ァ
イ
セ
ソ
・
フ
ラ
ウ
ェ
ソ
修
道
院
領
を
四
〇
、
○
○
○
フ
ラ
ソ
ケ
ソ

で
購
入
し
、
そ
こ
に
工
程
を
改
善
、
単
純
化
し
、
機
械
設
備
も
一
部
導
入
し
た
毛
織
物
製
造
所
を
設
立
し
た
（
－
・
］
）
争
８
竃
・
ｐ
、
・
○
・
ｏ
ｏ
・
８
・
）
。

四
　
あ
た
ら
し
い
問
屋
制
の
形
成
と
『
営
業
の
自
由
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
ラ
イ
エ
ソ
家
と
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
絹
織
物
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

　
一
七
世
紀
中
葉
人
口
五
〇
〇
人
で
あ
っ
た
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
向
、
フ
ラ
ソ
ス
侵
入
前
に
は
七
、
○
○
○
人
の
人
口
に
達
し
、
ラ
ィ
ソ

六
大
都
市
の
一
つ
を
形
成
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
ラ
ィ
ェ
ソ
家
の
み
で
都
市
周
辺
を
含
め
て
六
、
○
○
○
人
を
腺
傭
し

　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

て
い
た
と
い
わ
れ
訓
。
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
の
興
隆
過
程
は
、
そ
の
ま
ま
ラ
イ
ェ
ソ
家
の
擦
頭
過
程
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

　
ラ
イ
ェ
ソ
家
の
系
譜
は
箪
二
二
表
の
如
く
で
あ
引
。
一
七
世
紀
中
葉
ユ
ー
リ
ツ
ヒ
・
ベ
ル
ク
か
ら
メ
ソ
ノ
ー
派
が
追
放
さ
れ
た
さ

い
、
ラ
ー
デ
フ
ォ
ル
ム
・
ヴ
ァ
ル
ト
か
ら
当
時
オ
ラ
ソ
ダ
領
で
あ
っ
た
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
ヘ
移
住
し
た
一
四
家
族
の
う
ち
に
ハ
ィ
ソ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ツ
ヒ
・
フ
ォ
ソ
ニ
ァ
ェ
ァ
ニ
フ
ィ
ェ
ソ
が
含
ま
れ
て
い
ね
。
か
れ
は
一
六
六
八
年
に
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
市
民
権
を
獲
得
し
て
い
る
。
二

代
〔
ア
ド
ル
フ
は
七
九
年
か
ら
寵
を
背
魚
っ
て
近
郊
で
小
収
引
を
始
め
た
。
そ
れ
を
引
継
い
だ
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
０
）
映
開
と
「
営
業
の
白
由
』
の
前
提
条
件
Ｈ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
一
七
九
　
（
九
六
九
）



譜系の家ソエイラ表三一第

立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）

ｒｅ
針Ｐ

一
ｈ

１
ｏＦＳｕ

１
ｉ

ｅｎｒｃ
ｃ’ｍ脆ハ’

ｈＣ
・
１ｒｄｅ

．
ｎ

Ｆ

‘
ｈＣ

・
１ｒｎ

・
１ｅ

Ｈ
’

　
　
ｈ

ｍ
　
Ｃ

１
　
．
ｎ

ｅ■
ｈ
刮

ｗ
趾

「
」

　
１
ｆ

　
Ｏ

　
ｄ

　
Ａ

　
…
…

　
町

　
Ｌ

　
ｒ
　
ｅ

　
ｄ

　
ｎ

　
Ｏ

　
Ｖ

　
ｈ

　
Ｃ

　
ｒ

　
ｎ

　
．
ｍ

　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○
　
（
九
七
〇
）

は
、
兄
弟
で
協
力
し
て
オ
ラ
ソ
ダ
で
絹
縫
糸
、
刺
繍
糸
を
購
入
し
、
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
．
メ
ツ
セ
に
運

び
、
見
返
り
に
亜
麻
、
ニ
ュ
ー
ル
ソ
ベ
ル
ク
玩
具
等
を
オ
ラ
ソ
ダ
で
販
売
す
る
遠
隔
地
取
引
へ
と
事
業

　
　
　
　
６
）

を
拡
大
し
た
。

　
一
七
〇
二
年
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
が
プ
ロ
ィ
セ
ソ
領
と
な
る
や
、
プ
ロ
ィ
セ
ソ
王
は
新
領
土
の
繁
栄
策
を

強
力
に
遂
行
し
た
。
信
仰
の
自
由
を
許
し
て
人
口
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
荒
蕪
地
を
開
墾
し
、
移
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
）

者
を
誘
致
し
て
都
市
を
拡
張
し
た
の
で
あ
引
。
と
こ
ろ
で
、
以
前
輸
出
に
よ
り
繁
栄
し
て
い
た
こ
の
地

方
の
麻
織
物
が
、
一
八
世
紀
前
半
低
廉
な
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
製
品
の
イ
ギ
リ
ス
市
場
進
出
に
遭
遇
し
、
非

常
な
苦
境
に
陥
っ
た
。
没
落
に
瀕
し
た
麻
織
工
の
う
ち
、
生
活
費
の
安
い
ユ
ー
リ
ヅ
ヒ
に
流
出
す
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

や
、
絹
織
物
業
に
転
じ
る
者
が
続
出
し
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
遠
隔
地
取
引
で
蓄
稜
し
た
富
で
も
っ
て
絹
織
物
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

を
興
し
た
。
そ
の
技
術
は
オ
ラ
ソ
ダ
か
ら
導
入
し
、
労
働
力
と
し
て
は
苦
境
に
あ
る
麻
織
工
を
下
降
把

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

握
し
、
絹
織
工
に
陶
冶
し
て
い
る
。
二
二
年
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
死
亡
後
、
事
業
は
四
人
の
息
子
に
引
継

が
れ
、
三
つ
の
企
業
が
起
さ
れ
た
。
　
ぺ
ー
タ
ー
の
絹
縫
糸
製
造
業
、
他
の
三
兄
弟
に
よ
る
絹
織
物
・

絹
リ
ボ
ソ
製
迭
業
、
な
ら
び
に
ヨ
ハ
ソ
が
単
独
で
経
営
し
た
ビ
ロ
ー
ド
．
リ
ボ
ソ
製
造
業
、
そ
れ
で
あ

◎¢る
。
そ
の
後
、
ぺ
ー
タ
ー
は
卸
売
業
に
転
じ
、
三
一
年
に
ヨ
ハ
ソ
が
絹
織
物
業
か
ら
手
を
引
き
、
ビ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
¢

ー
ド
製
造
業
に
車
念
す
る
こ
と
と
な
り
、
二
つ
の
企
業
に
整
坦
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
　
『
ラ
ィ
ソ
の
飾

吻
り
』
と
呼
ば
れ
、
世
界
商
杜
と
し
て
名
声
を
馳
せ
た
の
が
フ
リ
ー
ド
リ
ツ
ヒ
、
ハ
イ
ソ
リ
ッ
ヒ
に
よ
る



絹
織
物
業
で
あ
る
。

　
そ
の
興
隆
過
程
は
ま
こ
と
に
目
ざ
ま
し
か
っ
た
。
は
じ
め
は
絹
リ
ボ
ソ
生
産
が
主
で
、
染
色
仕
上
げ
工
程
は
ヶ
ル
ソ
で
行
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笥

た
が
、
二
四
年
に
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
に
染
色
場
を
設
置
し
“
四
〇
年
代
に
は
絹
襟
巻
、
ハ
ソ
ヵ
チ
生
産
に
の
り
だ
し
、
六
三
年
に
は
撚

糸
水
車
一
五
、
リ
ボ
ソ
・
ミ
ュ
ー
ル
織
機
一
六
〇
、
紋
織
・
花
模
様
織
機
二
一
〇
等
の
設
傭
を
も
ち
、
二
、
八
一
〇
人
を
雇
傭
す
る

　
　
　
　
　
　
　
¢
り

ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
資
本
の
歴
史
的
性
格
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
ラ
ィ
ェ
ソ
商
会
の
製
品
は
平
織
、
綾
織
の
絹
布
や
ピ
ロ
ー
ド
に
あ
ま
た
の
染
色
が
施
さ
れ
、
　
「
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
向
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

れ
る
無
限
に
多
く
の
品
種
か
ら
な
り
、
そ
れ
が
倉
庫
に
到
酋
す
る
や
一
週
間
飾
り
窓
に
陳
列
さ
れ
た
」
　
１
と
い
う
。
製
品
は
そ
の
後
、

一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
の
宮
廷
や
上
層
階
級
の
特
別
の
賛
沢
心
を
背
景
に
オ
ラ
ソ
ダ
や
北
方
諸
国
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
に
輸
出

　
　
ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

さ
れ
ね
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
ィ
ェ
ソ
商
会
の
製
品
は
奮
修
品
で
あ
り
、
　
「
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
絹
工
業
は
輸
出
工
業
と
し
て
の
み
建
設
さ

　
　
一
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
わ
、
生
産
過
程
に
つ
い
て
み
る
と
、
捲
揚
、
整
経
等
の
準
傭
工
程
と
染
色
仕
上
げ
工
程
は
商
会
で
な
さ
れ
た
が
、
主
要
工
程
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

あ
る
織
布
工
程
は
特
別
の
親
方
が
織
機
と
原
料
を
職
人
の
家
に
配
布
し
、
そ
の
指
令
と
監
視
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
・
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
ｎ
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
ｎ
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

と
は
ラ
ィ
ェ
ソ
商
会
が
収
益
の
主
要
源
泉
を
生
産
過
程
に
で
は
な
く
、
流
通
過
程
に
お
い
て
い
た
前
期
的
商
業
資
本
で
あ
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
示
し
て
い
る
。
九
四
年
に
お
け
る
ラ
ィ
ェ
ソ
商
会
の
資
産
表
（
第
一
四
表
参
照
）
を
み
る
と
、
完
成
品
在
庫
と
売
掛
け
金
が
六
五
．

五
％
を
占
め
て
い
る
の
に
た
い
し
、
生
産
設
臓
と
建
物
の
比
率
は
四
％
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
Ｍ
・
バ
ル
ク
ハ
ウ
ゼ
ソ
は
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
と
ベ
ル
リ
ソ
の
絹
織
物
業
を
比
較
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
フ
リ
ー
ド
リ
ツ
ヒ
大
王
は
絶
対
主
義
困
家
の
政
策
、
す
な
わ
ち
補
助
金
と
輸
入
禁
止
、
企
業
家
と
労
働
者
の
徴
募
に
よ
り
ベ
ル
リ

ソ
絹
工
業
を
創
出
し
、
育
成
し
た
。
…
…
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
商
会
の
成
立
は
ベ
ル
リ
ソ
エ
業
の
官
庁
指
導
に
よ
る
発
生
と
は
異
っ
て
い

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
炭
開
と
「
蛍
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
白
（
川
本
）
　
　
　
　
　
一
八
一
　
（
九
七
一
）



表産資の家ソエイラるけおに年
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４

１
７表四

一第

立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）

１

１

％
〃

１
１

１
！

１
１

１
１

１
１

１
１

４
２
４
４
２
８
６

●

●

●

●

●

●

●

Ｏ
●

Ｆ
Ｏ
Ｏ
）
ｏ
Ｏ
（
Ｏ
つ
＾
１
上
１
■

Ｏ

■

（
■
－
つ
＾

３

Ｏ１

ｒ
１

ｔ
１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

Ｒ
ｉ

一
２
２
ユ
２

一

７

１

一

●

●

●

●

■

●

●

●

●

ｉ
一
４
２
１
２
２
８
３
７

’

１
↓
４

４

１

●

●

■

●

●

■

●

●

０
６
８
３
７
８

０
２

８

０
８
６
５
９
８

９

Ｏ
Ｑ
ｏ

６
，

２
２
０
６
７
５

２
，

ｏ
０
０
Ｊ

，

，

，

，

，

，

，

，

６

１
０
８
７
１
８

４

７
９

４

１
１
一
”
０
ｏ
Ｏ
０
０
ｏ
Ｏ
ｎ
Ｚ

５

３
７

４

５

６

７
，

４
９
】
　
，

１

ユ

１

＝

’’

）

’

屋

）
家

－■’
■

１

十

三
．
口

’

務
本

■

」

■

１一

資
一

１

■皿
■

己

■

合
一
僚
白

、
、
・
、
人

止二
孤

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二
　
（
九
七
二
）

る
。
ヒ
ソ
ツ
ェ
は
そ
れ
を
企
業
家
の
有
能
さ
と
オ
ラ
ソ
ダ
を
模
範
と
し
た
こ
と
か

ら
説
明
し
、
と
く
に
企
業
家
の
独
立
性
を
強
調
し
て
西
ド
イ
ツ
エ
業
一
般
の
特
徴

と
し
た
。
…
…
こ
こ
に
当
時
す
で
に
大
規
模
に
イ
ギ
リ
ス
で
発
展
し
、
一
九
世
紀

ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
到
る
と
こ
ろ
で
貫
徹
し
た
自
上
出
な
企
業
家
の
指
導
す
る
工
業
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隼
◎

の
初
期
の
例
が
み
ら
れ
る
」
と
。
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
絹
織
物
業
は
『
上
か
ら
』
創
出
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

育
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
製
品
は
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
よ
り
東
で
販
売
を
禁
じ
ら
れ
、

西
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
ヘ
輸
出
す
る
た
め
保
護
関
税
は
設
置
さ
れ
ず
、
自
由
貿
易
の
も
と

に
放
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
　
『
自
由
な
企
業
家
』
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
ラ
イ
ェ
ソ
商
会
の
繁
栄
に
刺
戟
さ
れ
、
富
裕
な
メ
ソ
ノ
ー
派
麻
織
物
商
人
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

七
五
〇
年
以
降
絹
織
物
業
に
転
じ
、
た
め
に
競
争
が
激
化
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ラ
イ
ェ
ソ
商
会
は
絹
織
物
業
の
営
業
独
占
を
請
願
し
、
五
九
年
二
一
月
九
目
、
フ

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
は
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
の
繁
栄
は
ラ
イ
ェ
ソ
商
会
の
努
力
の
緒
呆

で
あ
り
、
他
の
者
が
絹
織
物
業
を
始
め
れ
ば
ラ
ィ
ェ
ソ
商
会
の
み
な
ら
ず
ク
レ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

エ
ル
ト
も
衰
退
す
る
と
の
理
血
の
も
と
に
許
可
し
た
。
そ
の
後
、
リ
ソ
ゲ
ソ
、
プ

ラ
イ
ヤ
ー
商
会
箏
が
営
業
Ｏ
〕
由
を
請
願
、
し
た
が
、
ラ
イ
ェ
ソ
商
会
は
王
ヤ
大
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
フ
・
リ
ー
フ
ニ
フ
ソ
ト

に
ア
フ
リ
カ
産
ブ
ド
ー
酒
、
痕
問
着
等
を
贈
り
、
宮
延
御
用
商
人
に
任
命
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
鋤

請
願
を
却
下
さ
せ
た
。
ま
た
、
六
四
年
、
ヨ
ハ
ソ
の
ピ
ロ
ー
ド
製
造
業
を
継
い
だ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
、
、
　
、

養
子
Ｃ
．
フ
ロ
ー
が
絹
織
物
生
産
を
計
画
し
た
さ
い
も
王
は
そ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
。
営
業
独
占
を
補
強
す
る
た
め
、
絹
織
物
製
造

｝
掛
伽
↓
か
秒
愉
と
さ
れ
た
。
秘
密
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
、
八
七
年
に
生
糸
価
格
が
五
〇
％
騰
貴
し
、
織
機
に
遊
休
が
生
じ
た
さ
い
も
、

親
方
、
職
人
は
解
雇
さ
れ
ず
、
十
分
な
生
活
費
を
支
払
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
、
・
・
ユ
ー
ル
ハ
イ
ム
．
ア
ム
．
ラ
イ
ソ
の
ア
ソ
ド
レ
ア

家
が
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
熟
練
工
を
捕
え
て
留
置
し
た
さ
い
、
信
書
を
大
王
に
送
り
、
釈
放
し
な
け
れ
ば
軍
隊
を
派
遣
す
る
と
の
大
王
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

威
嚇
に
よ
り
連
れ
戻
し
て
い
る
。
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

以
上
の
よ
う
に
・
エ
ン
粋
際
裳
『
点
ど
駄
、
黒
さ
れ
た
の
に
た
い
し
、
ラ
イ
一
ソ
商
会
は
一
定
の
ブ
ル
ジ
ヨ

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
　
　
　
　
…
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、

ア
的
発
展
の
基
礎
の
う
え
で
、
小
商
品
生
産
者
を
下
降
把
握
し
、
い
わ
ば
『
下
か
ら
』
白
生
的
に
擦
頭
し
て
き
た
。
と
は
い
え
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

か
い
か
い
格
か
ピ
紛
合
レ
、
浄
秦
狐
占
を
臼
己
の
存
立
条
件
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ン
、
の
本
質
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ら
な
い
・
し
た
が
っ
て
・
プ
小
＾
ハ
脊
会
か
『
｝
卦
か
企
奈
恥
』
　
□
Ｈ
近
代
的
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
〕
で
は
な
く
、
営
業
Ｏ
白
由
を
圧

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

殺
す
る
こ
と
に
よ
り
巨
大
な
富
を
蓄
籏
し
た
前
期
的
商
業
資
本
で
あ
る
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ソ
に
よ
る
『
潜
業
の
臼
由
』
に
よ
り
ラ
イ
ェ
ソ
商
会
は
従
来
の
特
権
を
奪
わ
れ
た
。
ク
レ
フ
ヱ
ル
ト
絹
織
物
業
１
は
ラ
イ

ェ
ソ
商
会
の
営
業
独
占
か
ら
解
放
さ
れ
、
短
期
目
の
う
ち
に
一
五
〇
の
絹
織
物
業
者
が
生
じ
た
と
い
う
。
く
わ
え
て
戦
費
の
徴
収
、

売
掛
け
金
徴
収
の
不
可
能
、
フ
ラ
ソ
ス
併
合
後
、
ナ
ポ
レ
ォ
ソ
保
護
関
税
領
域
へ
の
編
入
と
そ
れ
に
よ
る
海
外
販
路
の
喪
失
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼

に
つ
づ
く
一
九
世
紀
の
綿
の
時
代
の
開
始
、
等
に
よ
り
、
ラ
イ
ェ
ソ
商
会
は
急
速
に
解
体
し
、
一
八
五
五
年
に
沽
算
さ
れ
て
い
る
。

　
１
－
声
Ｏ
．
。
・
ま
薫
；
邑
内
．
書
一
ぎ
葺
ｐ
．
・
．
○
ふ
．
嚢
』
』
胃
事
婁
員
９
・
ぎ
窒
品
豪
考
・
・
。
・
豪
・

　
２
）
声
Ｏ
．
ｏ
ｏ
ｏ
ぎ
董
彗
昌
ら
内
．
考
巳
｛
鼻
汁
Ｆ
Ｐ
ｐ
．
○
．
○
ｏ
」
８
．
な
お
、
　
一
七
六
三
年
に
は
都
市
人
口
六
、
○
八
二
人
の
う
ち
、
二
、
七
〇
〇

　
　
人
が
ラ
イ
エ
ソ
家
の
た
め
に
働
い
て
い
た
（
Ｈ
ま
ｑ
．
Ｏ
Ｏ
・
Ｎ
Ｏ
◎
切
・
）
。

　
３
－
声
Ｏ
』
。
重
巨
。
；
己
宍
．
書
一
ま
葺
Ｐ
・
．
○
．
。
・
．
嚢
レ
Ｎ
べ
ｍ
レ
婁
ン
嚢
～
彗
」
Ｈ
・
雰
姜
、
。
。
。
。
Ｐ
Ｕ
。
、
＞
自
窒
。
・
。
。
。
。
峯
・

　
　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
映
開
と
「
仰
菜
の
自
由
』
の
前
提
条
件
臼
（
川
本
）
　
　
　
　
一
八
一
．
一
（
九
七
一
、
．
）
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．
］
１
０
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．
～
］
．
０
Ｎ
．

　
｝
・
〇
一
〇
〇
〇
｝
９
一
Ｕ
一
０
Ｈ
■
目
｛
内
．
４
く
島
Ｈ
守
曽
汁
Ｆ
ｐ
一
曽
．
〇
一
〇
〇
一
心
ｏ
ｏ
．
曽
．
吋
曽
Ｈ
庁
げ
ｐ
自
ｏ
ｏ
ｏ
Ｐ
Ｏ
ｏ
『
ト
自
げ
弐
¢
ｏ
ｑ
■
ｏ
ｎ
幸
．
Ｏ
ｏ
．
－
ｏ
Ｈ
～
Ｈ
ｏ
ド

　
＞
．
弓
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目
目
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ｐ
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．
弓
プ
¢
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．
○
ｏ
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ｏ
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Ｑ
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ｏ
ｏ
べ
．

　
Ｈ
一
Ｕ
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ｑ
・
○
ｏ
・
ｏ
◎
べ
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｝
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．
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ｏ
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｝
ｏ
｛
げ
Ｈ
¢
Ｈ
自
箏
ｑ
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．
考
旨
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守
Ｐ
汁
｝
一
Ｐ
Ｐ
一
〇
．
○
ｎ
一
心
ｏ
９
崔
．
吋
Ｐ
Ｈ
片
｝
９
自
ｏ
ｏ
ｏ
箏
｝
］
）
Ｑ
Ｈ
＞
自
オ
庄
ｏ
岬
■
ｏ
ｎ
考
．
Ｏ
ｏ
．

　
｝
．
〇
一
〇
〇
〇
プ
９
一
Ｕ
Ｈ
¢
Ｈ
自
箏
ｑ
Ｈ
（
一
！
く
冒
－
守
ｐ
汁
｝
一
ｐ
．
９
．
〇
一
〇
〇
．
Ｎ
０
０
～
い
べ
ｏ
．
Ｏ
ｏ
．
Ｎ
ベ
ド

　
声
．
弓
プ
■
目
－
ｐ
ｐ
○
．
弓
プ
ｏ
－
Ｈ
．
○
ｏ
．
ｏ
◎
ｐ

　
日
Ｕ
｛
ｑ
．
Ｏ
ｏ
．
ｏ
◎
べ
．
曽
．
Ｏ
．
Ｏ
Ｏ
ｏ
｝
¢
－
げ
－
¢
『
自
箏
ら
内
一
／
＜
箏
－
守
Ｐ
汁
｝
一
Ｐ
申
○
．
Ｏ
Ｏ
．
心
べ
◎
．

　
串
．
Ｏ
．
○
ｏ
ｏ
プ
９
げ
訂
『
目
目
ｑ
Ｈ
（
．
！
く
簑
－
守
Ｐ
汁
げ
一
９
．
ｐ
．
〇
一
〇
〇
．
Ｎ
べ
閉
．

　
Ｈ
げ
－
｛
．
ｏ
ｏ
．
Ｎ
０
ｏ
』
．

　
声
．
Ｈ
げ
自
目
一
ｐ
９
．
○
．
弓
｝
ｏ
－
Ｈ
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
０
Ｑ
．

　
Ｈ
一
Ｕ
－
ｑ
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
◎
べ
．

　
Ｈ
げ
｛
ら
一
〇
〇
一
〇
◎
〇
一
｝
一
〇
．
○
ｏ
ｏ
｝
９
げ
－
ｏ
『
目
箏
ら
Ｈ
（
一
！
＜
冒
－
守
ｐ
汁
｝
一
Ｐ
一
Ｐ
一
〇
一
〇
〇
．
Ｎ
◎
ｏ
卜

声
Ｏ
．
○
ｏ
ｏ
ぎ
董
睾
；
Ｐ
内
．
オ
饒
－
守
牡
戸
ｐ
．
ｐ
．
○
．
Ｏ
ｏ
．
Ｎ
置
．

　
Ｈ
げ
－
｛
．
Ｏ
Ｏ
．
Ｎ
０
り
．
Ｏ
Ｏ
．
Ｎ
べ
Ｈ
．

　
旨
ａ
．
Ｏ
Ｏ
．
ミ
Ｏ
Ｏ
．

　
＞
．
Ｈ
プ
自
Ｐ
ｐ
．
ｐ
．
○
．
↓
プ
９
－
Ｈ
．
○
○
．
ｏ
ｏ
べ
．
｝
．
Ｏ
．
Ｏ
ｏ
ｏ
｝
９
一
Ｕ
５
Ｈ
自
目
ｑ
宍
．
／
く
崖
－
守
２
汁
プ
一
中
２
．
○
．
○
○
．
Ｎ
り
ｏ
ｏ
１

声
■
彗
斤
巨
易
竃
し
）
竃
＞
目
｛
。
・
庄
品
冨
ミ
．
○
ｏ
．
Ｈ
竃
～
Ｈ
竃
．
よ
り
作
製
。

芦
巾
竃
事
２
畠
竃
一
〇
。
９
呉
一
ド
ま
≠
、
一
Ｈ
蒜
Ｏ
巨
｛
邑
彗
ぎ
轟
易
事
．
Ｏ
Ｏ
．
Ｈ
お
～
ミ
ト

　
｝
一
〇
．
○
ｏ
ｏ
プ
９
げ
Ｈ
¢
『
自
旨
ｑ
宍
．
！
＜
簑
－
守
Ｐ
汁
ケ
一
２
一
Ｐ
一
〇
．
Ｏ
〇
一
Ｎ
０
ｏ
ｃ
ｎ
一

　
学
－
．
｝
ｐ
『
片
プ
ｐ
自
ｏ
ｏ
ｏ
ｐ
ｏ
０
Ｈ
＞
巨
｛
ｏ
ｏ
戌
ｏ
ｏ
ｑ
自
０
Ｄ
事
．
ｏ
ｏ
．
Ｈ
ｏ
卜

　
｝
．
Ｏ
．
○
ｃ
ｏ
プ
９
げ
－
◎
Ｈ
仁
目
（
－
－
〈
．
！
＜
Ｂ
－
守
ｐ
↑
プ
一
Ｐ
２
．
○
．
○
○
．
Ｎ
べ
ト

　
＞
．
弓
プ
自
目
一
ｐ
曽
．
○
．
弓
プ
¢
－
Ｈ
．
ｏ
ｏ
．
ｏ
◎
ｏ
◎
～
ｏ
ｏ
ｏ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

｝
．
○
．
Ｏ
．
Ｏ
ぎ
…
暮
旨
｛
内
．
考
口
一
守
牡
タ
Ｐ
；
．
○
．
○
Ｏ
」
Ｏ
。
・
。
．

Ｈ
雪
一



的
　
＞
．
弓
｝
目
ｐ
讐
．
ｐ

吻
　
　
｝
一
〇
一
〇
〇
〇
げ
９
げ
庁
『

○
．
弓
プ
９
一

自
箏
ｑ
内
．

Ｈ
．
○
ｏ
．
ｏ
．
ｏ
◎
．

４
く
巨
守
牡
Ｆ
嘗
一
単
．

〇
一
〇
〇
一

Ｏ
Ｏ
◎
Ｏ
◎
～
Ｏ
Ｏ
Ｏ
閉
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
ツ
ヤ
イ
プ
ラ
ー
家
と
モ
ソ
シ
ャ
ウ
毛
織
物
業

　
モ
ソ
ツ
ヤ
ウ
は
毛
織
物
業
に
す
ぐ
れ
て
好
都
合
な
自
然
条
件
を
備
え
て
い
る
。
ロ
エ
ル
の
水
は
こ
の
附
近
に
な
る
と
と
く
に
清
列

で
ヵ
ル
ク
を
含
ま
ず
、
羊
毛
の
脱
胴
、
染
色
に
適
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
羊
毛
の
乾
燥
や
そ
の
染
色
に
必
要
な
大
量
の
湯
の
燃
料
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ソ
・
ト
ル
フ

し
て
は
豊
か
な
森
林
が
存
し
た
の
み
で
な
く
、
多
く
の
泥
炭
を
も
産
出
し
た
の
で
あ
る
。
一
七
世
紀
に
農
民
は
土
地
不
足
か
ら
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ロ
ー
プ
・
ト
ウ
ー
フ

の
自
然
条
件
を
利
用
し
て
羊
を
飼
育
し
、
粗
質
毛
織
物
を
生
産
し
て
農
村
を
廻
る
行
商
に
現
金
で
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ー

ヘ
ソ
、
デ
ュ
レ
ソ
、
レ
ソ
ネ
ッ
プ
等
に
毛
織
物
ツ
ソ
フ
ト
が
存
在
し
て
い
た
と
は
い
え
、
ア
ー
ヘ
ソ
南
部
の
ブ
ル
ト
ツ
ヤ
イ
ド
、
フ

ァ
ー
ル
ス
、
フ
ェ
ル
フ
ィ
ー
ル
ズ
、
モ
ソ
ッ
ヤ
ゥ
等
の
辺
郡
な
地
方
に
は
そ
の
規
制
が
及
ば
ず
、
毛
織
物
業
は
農
村
副
業
と
し
て
広

汎
な
展
開
を
示
し
た
。
ツ
ヤ
ィ
プ
ラ
ー
家
の
興
隆
は
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
な
さ
れ
て
い
る
。

　
フ
ォ
ル
ベ
ル
ク
の
ル
ッ
タ
ー
派
牧
師
の
予
、
Ｊ
・
Ｈ
・
シ
ャ
イ
プ
ラ
ー
（
』
◎
罫
昌
曽
９
冒
－
９
０
っ
ｏ
ぎ
亭
Ｈ
雲
）
は
幼
時
よ
り
毛
織
物

業
に
興
味
を
抱
き
、
一
七
二
〇
年
に
モ
ソ
シ
ャ
ゥ
の
近
く
に
あ
る
イ
ム
ゲ
ソ
ブ
ロ
ィ
ヒ
の
富
裕
な
ル
ッ
タ
ー
派
農
民
で
毛
織
物
業
者

で
あ
る
Ｍ
・
オ
ッ
フ
ァ
ー
マ
ソ
（
く
９
ま
轟
○
虫
胃
昌
ｐ
昌
）
の
も
と
に
徒
弟
修
業
に
出
か
け
た
。
二
四
年
春
、
モ
ソ
ッ
ヤ
ウ
の
シ
ュ

ミ
ッ
ッ
家
に
嫁
い
で
い
た
親
方
の
娘
マ
リ
ァ
の
夫
が
死
亡
す
る
に
及
び
、
Ｊ
・
Ｈ
・
シ
ャ
ィ
プ
ラ
ー
は
七
つ
年
上
の
未
亡
人
と
緕
婚

し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
家
の
毛
織
物
業
を
引
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
家
は
ア
ー
ヘ
ソ
の
有
名
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
家
族
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

た
が
、
一
六
世
紀
に
耐
え
難
い
圧
迫
の
た
め
、
モ
ソ
シ
ャ
ウ
に
移
り
、
こ
こ
で
毛
織
物
業
を
創
姶
し
た
由
緒
あ
る
家
で
あ
る
。
こ
の

経
営
を
引
受
け
た
Ｊ
・
Ｈ
・
シ
ャ
ィ
プ
ラ
ー
は
才
能
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
巨
富
へ
の
道
を
歩
ん
だ
。

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
小
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
↑
（
川
本
）
　
　
　
　
一
八
五
　
（
九
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
塘
九
巻
・
篤
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
　
（
九
七
六
）

　
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
家
は
、
も
と
も
と
洗
毛
、
織
布
、
製
麗
、
染
色
を
同
じ
場
所
で
行
た
い
、
製
品
を
近
辺
農
村
に
販
売
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
で
、
二
六
年
に
デ
ュ
レ
ソ
附
近
の
農
村
で
オ
ツ
フ
ァ
ー
マ
ソ
の
毛
織
物
を
販
売
し
て
い
た
行
商
人
が
逮
捕
さ
れ
、
数
カ
月
投
獄

さ
れ
た
の
ち
、
毛
織
物
を
没
収
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
生
じ
た
。
デ
ュ
レ
ソ
の
ツ
ソ
フ
ト
が
周
辺
二
～
三
時
問
の
徒
歩
距
離
内
に
あ

　
　
　
　
パ
ソ
・
マ
イ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伸

る
農
村
を
販
売
禁
止
区
域
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
件
を
契
機
に
、
Ｊ
・
Ｈ
・
ツ
ヤ
イ
プ
ラ
ー
は
中
世
都
市
の
販
売
禁
止

区
域
の
残
存
と
、
粗
質
毛
織
物
が
ラ
イ
ソ
地
方
の
到
る
と
こ
ろ
で
牛
産
さ
れ
て
い
る
事
情
を
考
慮
し
て
、
上
質
毛
織
物
生
産
に
転
じ
、

メ
ッ
セ
で
販
売
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

　
メ
ヅ
セ
で
販
売
す
る
た
め
に
は
秀
れ
た
品
質
の
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ソ
ス
製
品
と
競
争
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
紡
毛
、

製
鹿
の
技
術
的
に
困
難
な
ヴ
ィ
ク
ー
ニ
ャ
羅
紗
の
生
産
に
の
り
だ
し
、
四
〇
年
に
こ
れ
に
雲
模
様
を
附
す
こ
と
に
成
功
し
、
つ
い
で

四
五
年
に
は
捺
染
模
様
型
板
の
使
用
可
能
な
羅
紗
を
発
閉
し
て
、
五
〇
年
以
酢
華
美
な
色
の
寝
室
用
毛
織
物
生
産
を
始
め
、
六
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

に
は
六
、
○
○
○
人
以
上
の
雇
傭
者
を
も
つ
世
界
的
な
企
業
へ
と
成
長
し
た
。
つ
ぎ
に
、
最
盛
期
に
お
け
る
経
鴬
の
具
体
的
内
宥
を

検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
、
、
、
、
、
、
、
、
、

　
原
料
と
し
て
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
経
由
で
輪
入
し
た
ス
ペ
ィ
ソ
産
羊
毛
を
使
用
し
た
。
製
品
ド
＾
価
な
脊
修
品
で
、
黒
、
暗
火
色
、

青
、
沫
紅
色
等
に
染
色
さ
れ
、
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
、
ブ
ラ
ウ
ソ
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
等
の
主
婆
メ
ッ
セ
を
通
じ
て
、
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

ー
ス
ト
リ
ー
、
フ
ラ
ソ
ス
、
ス
ペ
イ
ソ
、
ロ
ツ
ァ
、
レ
ヴ
ァ
ソ
ト
等
の
宮
延
貴
族
に
販
売
さ
れ
た
。
生
雌
逃
程
に
つ
い
て
み
る
と
、

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

主
婁
工
秩
で
あ
る
紡
毛
、
織
布
工
秤
は
下
請
け
に
出
さ
れ
て
い
る
。
地
元
ア
ィ
フ
ェ
ル
挫
民
は
畑
仕
事
で
丁
が
荒
れ
、
上
貫
毛
繊
物

牛
産
に
適
し
な
い
の
で
、
羊
毛
は
中
附
親
方
（
霊
蕩
ｏ
）
に
よ
り
家
畜
飼
育
を
行
っ
て
い
た
リ
ム
ブ
ル
グ
農
民
の
求
に
耐
布
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
監
督
の
も
と
で
織
ら
れ
た
。
準
傭
工
程
と
染
色
仕
上
げ
工
程
は
シ
ャ
ィ
ブ
ラ
ー
家
で
な
さ
れ
て
い
る
。
九
四
年
に
九
万
ラ
ィ
ヒ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ス
タ
ー
ラ
ー
で
完
戊
し
た
『
赤
い
家
』
は
四
階
建
で
正
而
に
一
九
の
窓
を
も
ち
、
・
！
、
の
構
造
は
地
階
が
製
琵
、
染
色
場
、
一
階
が
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

掛
、
二
階
大
広
問
、
三
階
は
住
居
、
四
階
が
選
毛
場
と
な
っ
て
お
り
、
屋
上
は
羊
毛
、
燃
料
貯
蔵
場
に
あ
て
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ハ
れ
イ
プ
ラ
ー
家
は
蓄
積
某
盤
を
隔
地
問
市
場
に
筒
き
、
主
要
工
程
を
下
請
け
に
出
し
て
い
る
前
期
的
商
業
資
本
で
あ
っ
た
。
り
！
、
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

興
隆
過
程
は
か
小
＾
い
恥
が
遠
隔
地
商
人
か
ら
小
商
品
生
産
者
を
下
降
把
握
し
て
間
屋
制
を
確
立
し
た
の
と
異
な
り
、
シ
ヤ
イ
プ
ラ

い
宋
の
ば
あ
い
、
内
部
市
場
の
狭
隆
さ
の
た
め
蓄
枕
基
盤
を
隔
地
問
市
場
に
移
行
さ
せ
、
小
商
品
生
産
者
か
ら
前
期
的
商
業
資
本
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ｂ
弗
・
軸
心
す
る
と
い
う
経
過
を
辿
っ
て
い
る
が
、
資
本
の
歴
史
的
性
格
は
い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一

七
”
八
九
年
の
資
産
表
（
第
一
五
表
）
に
よ
る
と
完
成
品
在
庫
と
売
掛
け
金
が
八
一
．
五
％
を
占
め
て
い
る
の
に
た
い
し
、
生
産
設
傭
は

五
％
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
つ
ぎ
に
、
ツ
ヤ
ィ
プ
ラ
ー
家
の
『
営
業
の
白
由
』
に
た
い
し
て
も
っ
た
歴
史
的
意
義
を
考
察
し
よ
う
。

　
一
七
四
二
年
五
旦
二
〇
口
に
シ
ャ
イ
プ
ラ
ー
家
一
族
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
上
質
毛
織
物
業
者
組
合
（
句
、
－
、
。
○
、
考
、
箏
ｏ
乙
。
。
ブ
、
津
）
は
、

毛
織
物
業
を
臼
由
に
営
む
た
め
、
職
人
、
徒
弟
等
が
ツ
ソ
フ
ト
を
結
成
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
旨
の
協
定
を
統
ん
だ
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
協
定
の
意
義
に
つ
い
て
『
西
ド
イ
ツ
家
系
図
』
の
著
者
は
、
　
「
Ｊ
．
Ｈ
．
シ
ヤ
イ
プ
ラ
ー
の
燗
眠
に
よ
り
、
ツ
ソ
フ
ト
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

防
ぎ
、
白
由
な
工
場
秩
序
を
導
く
闘
争
の
た
め
に
こ
の
協
定
が
緕
ば
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
協
定
は
『
自
由
な
工

場
秩
序
』
を
導
く
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
直
接
的
生
産
者
の
上
昇
を
阻
止
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
た
。

　
八
五
年
の
協
定
で
は
、
上
質
毛
織
物
業
に
お
け
る
競
争
を
防
ぐ
た
め
、
○
Ｄ
シ
ヤ
ィ
プ
ラ
ー
家
の
親
族
が
新
規
に
事
業
を
起
す
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

制
限
す
る
〔
的
で
、
あ
ら
た
に
金
庫
を
設
立
し
、
年
生
産
、
尚
に
応
じ
て
払
込
み
を
す
る
こ
と
を
決
め
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｄ
粗
質
毛
織
物
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

泉
春
器
玖
叙
ぶ
客
…
伽
春
吾
隊
業
掌
客
宗
器
宏
鈴
と
す
る
占
つ
堤
め
て
い
引
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

上
質
毛
織
物
生
産
の
た
め
、
も
っ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
染
色
技
術
は
秘
密
と
さ
れ
た
。
Ｊ
．
Ｈ
．
シ
ヤ
ィ
プ
ラ
ー
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
白
由
』
の
前
提
条
件
臼
（
川
本
）
　
　
　
　
一
八
七
　
（
九
七
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）

表産資家－
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〃Ｏ０６５

〃ＯＯ０５

〃Ｏ０８

〃Ｏ０７４

〃Ｏ０１３

〃Ｏ０３，５

〃Ｏ０４ユ

　
　
　
毛

物
　
　
　
刷

建
傭
備
き
　
　
　
備
備

所
設
設
硫
備
傭
設
設

造
造
饒
製
設
設
造
麗

製
製
製
粗
造
藤
製
製

の
の
の
の
製
製
の
の

で
で
で
で
の
の
で
で

ウ
ウ
ウ
ウ
で
で
ソ
ソ

ヤ
ヤ
ヤ
ヤ
ソ
ソ
イ
イ

シ
シ
シ
シ
ペ
ペ
　
ハ
　
ハ

ソ
ソ
ソ
ソ
イ
イ
ル
ル

モ
モ
モ
モ
オ
オ
ド
ド

〃ＯＯ０５３

〃ＯＯ０３６

〃ＯＯ０７０２

〃ＯＯ０９

〃００８２

〃Ｏ０５１

〃Ｏ０４４

〃０００４

〃ＯＯ０６４３

〃０００５

計合備設産生上以

　
品
　
　
　
　
　
　
等

　
製
　
　
　
　
　
　
料

毛
半
料
　
鹸
毛
原
金
金

机
　
　
羊
敏
け
現

　
織
　
　
　
　
　
用
　
一
　
と

　
毛
　
　
　
縁
車
掛
形

　
成
　
　
　
　
　
　
一

羊
完
染
油
石
織
馬
売
手

〃ＯＯ０８７６計合総

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
　
（
九
七
八
）

述
べ
て
い
る
。
　
「
重
要
で
基
本
的
な
こ
と
は
理
性
あ

る
者
の
う
ち
の
一
人
が
独
占
す
べ
き
で
あ
る
。
と
く

に
数
百
の
製
造
業
者
が
誰
一
人
真
の
理
解
に
達
し
え

な
か
っ
た
こ
と
を
発
見
し
た
ば
あ
い
に
は
そ
う
で
あ

る
。
秘
密
の
謎
を
わ
た
し
に
の
み
解
き
明
か
し
給
う

た
最
高
の
神
に
わ
た
し
の
愛
す
る
子
供
達
は
感
謝
し

　
　
　
　
　
　
　
　
胸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
・
・

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
。
し
た
が
っ
て
、
四
二
年
の

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

協
定
は
ツ
ヤ
イ
プ
ラ
ー
家
に
よ
る
上
質
毛
織
物
生
産

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
常
業
独
占
と
い
う
基
礎
の
う
え
で
理
解
さ
る
べ
き

、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
あ
る
。

　
協
定
の
意
図
は
六
三
年
の
地
元
勇
毛
工
暴
動
と
七

四
年
の
地
元
粗
製
毛
織
物
業
者
蜂
起
の
さ
い
に
明
瞭
に
示
さ
れ
た
。

　
興
隆
に
つ
れ
功
毛
工
不
足
を
き
た
し
た
シ
ャ
ィ
プ
ラ
ー
家
は
ド
ィ
ッ
各
地
か
ら
熟
練
勇
毛
工
を
募
っ
た
。
こ
の
た
め
、
モ
ソ
シ
ャ

ウ
の
人
口
は
増
大
し
、
生
活
費
が
高
騰
し
た
の
に
た
い
し
、
地
元
不
熟
練
勇
毛
工
の
賃
銀
は
従
来
の
ま
ま
桝
置
か
れ
た
。
六
〇
年
代

に
入
り
、
地
元
抑
毛
工
は
、
０
Ｄ
勇
毛
工
の
三
分
の
二
が
他
国
人
で
あ
り
、
生
活
孜
が
高
騰
す
る
の
で
、
将
来
は
地
元
氏
の
み
を
雇
傭

す
る
こ
と
、
四
二
一
時
問
労
働
で
の
賃
銀
二
〇
ア
ル
ブ
ス
を
二
ニ
ァ
ル
ブ
ス
に
＾
め
る
こ
と
、
ゆ
上
質
毛
織
物
業
者
紅
合
を
解
散
し
、

抑
毛
工
の
団
納
禁
止
協
定
を
廃
止
す
ろ
こ
と
、
等
を
く
り
返
し
要
求
し
た
。
六
二
年
八
月
、
上
質
毛
織
物
業
者
組
合
は
こ
の
要
求
を



正
式
に
拒
否
し
、
デ
一
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
政
府
に
勇
毛
工
の
団
結
と
ス
ト
ラ
イ
キ
禁
止
令
を
請
願
し
、
六
三
年
三
月
に
発
布
さ
れ
た
。

暴
動
は
二
一
月
八
日
、
マ
リ
ァ
受
胎
の
目
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
勇
毛
工
が
地
元
カ
ト
リ
ツ
ク
郭
毛
工
の
祭
り
に
参
加
し
た
の
を
契
機

に
他
因
人
萸
毛
工
排
斥
と
い
う
形
で
勃
発
し
た
。
六
四
年
一
月
一
八
日
、
Ｊ
・
Ｈ
・
シ
ャ
ィ
プ
ラ
ー
は
白
費
で
デ
ュ
ヅ
セ
ル
ド
ル
フ

か
ら
軍
隊
を
招
き
、
暴
動
を
鎮
圧
し
た
。
こ
の
結
果
、
勇
毛
工
の
団
結
は
禁
止
さ
れ
、
地
元
萸
毛
工
の
賃
銀
は
二
ニ
ァ
ル
ブ
ス
に
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

め
ら
れ
は
し
た
が
、
以
後
固
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
七
四
年
に
は
地
元
粗
質
毛
織
物
業
者
の
暴
動
が
起
っ
た
。
モ
ソ
シ
ャ
ウ
に
は
四
〇
人
の
粗
質
毛
織
物
業
者
が
い
た
が
、
内
部
市
場

が
狭
隆
衣
た
め
、
六
九
年
に
は
三
分
の
二
の
織
機
が
操
業
停
止
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
生
活
費
の
高
騰
と
事
業
不
振
に
よ
り
困
窮

し
た
粗
質
毛
織
物
業
者
は
、
同
年
五
月
デ
ュ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
政
府
に
シ
ャ
ィ
プ
ラ
ー
家
の
リ
ム
ブ
ル
グ
で
の
紡
織
下
請
け
を
禁
止
し
、

上
質
原
料
を
地
元
民
に
配
布
す
る
よ
う
請
願
し
た
。
し
か
し
、
政
府
は
上
質
毛
織
物
業
者
組
合
の
反
対
請
願
を
入
れ
、
こ
れ
を
却
下

し
た
。
そ
の
後
五
年
問
、
両
者
の
あ
い
だ
で
請
願
、
反
請
願
の
闘
争
が
つ
づ
け
ら
れ
た
が
、
七
四
年
に
粒
質
毛
織
物
の
売
行
き
が
急
激

に
悪
化
す
る
に
及
び
、
一
〇
月
二
二
目
、
つ
い
に
暴
動
が
勃
発
し
た
。
粗
質
毛
織
物
業
者
は
モ
ソ
ッ
ヤ
ゥ
か
ら
外
部
に
通
じ
る
道
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
９

閉
鎖
し
、
中
問
親
方
を
襲
っ
て
羊
毛
手
押
車
を
押
収
し
た
。
政
府
は
た
だ
ち
に
こ
れ
を
鎮
圧
し
、
首
謀
者
を
捕
え
て
厳
罰
に
処
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
以
上
の
よ
う
に
、
上
質
毛
織
物
業
者
組
合
の
『
自
由
な
工
場
秩
序
』
と
は
、
臼
己
の
営
業
独
占
を
保
持
す
る
た
め
、
古
い
権
力
と

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

緒
合
し
て
直
接
的
生
座
者
の
上
昇
を
阻
止
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
七
四
年
の
暴
動
の
の
ち
、
Ｊ
．
Ｈ
．
シ
ャ
ィ
プ
ラ
ー
は
選

帝
侯
や
教
会
に
寄
附
贈
物
を
な
し
、
モ
ソ
シ
ャ
ゥ
市
長
と
公
吏
に
俸
給
の
割
坤
金
を
出
し
、
古
い
権
力
と
の
結
合
を
ま
す
ま
す
強
め

　
　
弓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｍ
・
バ
ル
ク
ハ
ゥ
ゼ
ソ
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
暴
動
に
た
い
す
る
ツ
ヤ
ィ
プ
ラ
ー
家
の
闘

争
を
、
勢
毛
工
と
織
布
工
の
ツ
ソ
フ
ト
結
成
運
動
に
た
い
す
る
「
営
業
の
白
由
の
た
め
の
闘
争
」
と
評
価
す
る
こ
と
は
誤
っ
て
い
る

　
　
　
一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
臼
（
川
本
）
　
　
　
　
一
八
九
　
（
九
七
九
）



　
　
　
丸
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇
　
（
九
八
○
）

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
フ
ラ
ソ
ス
侵
入
後
、
シ
ャ
ィ
プ
ラ
ー
家
は
急
速
に
衰
退
へ
と
赴
い
た
。
　
『
営
業
の
白
由
』
に
よ
り
、
交
通
の
便
利
な
ア
ー
ヘ
ソ
の

毛
織
物
業
が
再
興
し
、
ナ
ポ
レ
ォ
ソ
保
護
関
税
制
度
に
よ
る
海
外
市
場
の
喪
失
、
フ
ラ
ソ
ス
軍
へ
の
毛
織
物
の
強
制
供
出
、
売
掛
け

金
の
徴
収
不
可
能
等
の
打
撃
が
重
っ
た
の
ち
、
一
九
世
紀
の
激
し
い
策
気
変
動
の
波
に
も
ま
れ
、
そ
の
姿
を
次
箪
に
没
し
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ム
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

一
八
三
一
年
に
は
七
三
一
鉢
の
毛
織
物
を
生
産
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
一
八
世
紀
ラ
イ
ソ
地
方
に
あ
ら
た
に
形
成
さ
れ
た
間
屋
制
は
中
世
都
市
ソ
ソ
フ
ト
と
は
異
っ
た
外
見
を
も
っ
て
い
る
。
あ
た
ら
し

い
問
崖
制
は
、
以
上
考
察
し
た
よ
う
に
、
商
人
が
小
商
品
生
産
者
を
下
降
把
握
す
る
か
□
ラ
ィ
ェ
ソ
家
の
ば
あ
い
〕
、
ま
た
は
小
商

品
牛
産
者
か
ら
上
昇
・
転
化
す
る
か
フ
ヤ
ィ
プ
ラ
ー
家
の
ば
あ
い
〕
、
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
が
、
と
も
に
ン
、
の
前
提
は
小
商
品
生

産
者
膚
の
成
立
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
都
市
の
も
つ
ツ
ソ
フ
ト
規
制
の
事
実
上
の
崩
壊
、
農
村
工
業
の
白
由
な
展
開
を

ふ
ま
え
て
生
成
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
中
世
祁
市
ツ
ソ
フ
ト
の
特
徴
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
『
対
内
経
済
と
対
外
経
済
の
二
軍
性
』
は

み
ら
れ
ず
、
成
貝
閉
の
平
等
を
保
持
す
る
た
め
の
諸
規
制
を
最
初
か
ら
欠
除
し
て
い
た
。
ま
た
、
ベ
ル
リ
ソ
絹
織
物
業
の
ば
あ
い
の

よ
う
に
、
小
商
品
生
産
者
層
の
成
立
と
い
う
基
盤
を
欠
除
し
て
い
る
所
に
『
上
か
ら
』
創
設
、
育
成
さ
れ
る
と
い
う
形
を
と
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

い
わ
ば
『
下
か
ら
』
白
生
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
三
者
の
相
違
は
外
見
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
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お
り
、
こ
れ
ら
が
と
も
に
隔
地
問
市
場
を
蓄
秩
某
盤
と
し
て
、
収
益
の
主
要
源
泉
を
流
通
過
程
で
の
不
等
価
交
拠
に
求
め
て
い
る
点
、
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、
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ま
た
仰
業
独
占
を
ｎ
己
Ｏ
存
立
条
件
と
し
て
い
る
点
、
に
お
い
て
斗
、
の
本
質
は
前
期
的
商
業
賓
本
た
Ｏ
で
あ
り
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資
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の
歴
史
的
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格
に
な
ん
ら
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た
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
あ
た
ら
し
い
間
屋
制
の
存
立
条
件
そ
の
も
の
で
あ
る
古
い
権
力
と
結
合
し
た
営
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、
　
　
、

業
独
｛
を
打
破
す
ろ
も
Ｏ
こ
そ
、
内
部
市
場
を
蓄
秋
基
盤
と
し
て
、
ン
、
こ
で
Ｏ
ｎ
由
た
商
＾
小
産
”
流
通
、
す
な
わ
ち
営
業
の
〔
由



、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

を
自
已
の
経
済
的
利
益
と
す
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
世
紀
ラ
ィ
ソ
地
方
に
お
け
る
事
実
上
の

営
業
の
自
由
の
担
い
手
を
間
屋
制
に
求
め
る
見
解
は
そ
の
正
鵠
を
失
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
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Ｏ
ｏ
ｏ
プ
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一
Ｕ
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箏
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内
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／
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守
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汁
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一
２
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○
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○
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．
ｃ
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ｏ
～
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ｏ
ｏ
０
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．
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団
２
『
岸
げ
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目
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目
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汁
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乏
け
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彗
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易
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畠
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～
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↑
幻
　
こ
の
事
件
は
裁
判
に
も
ち
こ
ま
れ
、
行
商
人
に
有
利
な
判
決
が
下
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
ユ
ー
リ
ツ
ヒ
．
ベ
ル
ク
で
は
、
す
で
に
ニ
ハ
五
四

　
　
　
年
に
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
が
中
世
都
市
内
を
除
く
全
農
村
で
の
自
由
な
販
売
を
許
可
し
、
こ
の
規
定
は
一
七
〇
五
年
、
一
九
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
追

　
　
　
認
を
み
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
声
口
實
庁
げ
｝
易
竃
一
］
）
實
＞
自
床
庄
品
易
考
．
ｃ
ｏ
．
Ｈ
邊
．
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
は
没
落
し
つ
つ
あ
っ
た
デ
ュ

　
　
　
レ
ソ
毛
織
物
ツ
ソ
フ
ト
の
苦
悩
を
現
わ
し
て
い
る
。
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世
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に
お
け
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イ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
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『
営
業
の
自
由
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の
前
提
条
件
臼
（
川
本
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九
一
　
（
九
八
一
）
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一
八
世
紀
の
ラ
イ
ソ
地
方
は
、
　
（
繊
維
工
業
を
中
心
に
考
察
し
た
限
り
に
お
い
て
）
小
商
品
生
産
者
層
の
一
般
的
成
立
と
先
進
地

帯
で
あ
る
ヴ
ッ
バ
ー
・
タ
ー
ル
、
二
ー
ダ
ー
ニ
フ
ィ
ソ
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
形
成
に
よ
っ
て
、
　
『
営
業
の
白
由
』
の

前
提
条
件
を
内
的
に
醸
成
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
世
紀
に
お
い
て
、
ラ
イ
ソ
・
プ
ロ
イ
セ
ソ
が
ド
イ
ツ
の
最
先
進
地
帯
と

な
り
え
た
も
っ
と
も
重
、
興
な
理
由
を
こ
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
ま
た
、
内
部
市
場
が
狭
隆
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ブ
ニ

ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
は
幼
弱
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
は
、
小
商
品
生
産
者
脳
の
成
立
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
蓄
秩
茶
盤
を
隔
地
間
市
場

に
移
行
さ
せ
、
古
い
権
力
と
結
合
し
て
常
業
独
占
を
ｎ
己
の
存
立
条
件
と
す
る
と
こ
ろ
の
あ
た
ら
し
い
問
屋
制
を
形
成
し
た
の
で
あ

っ
た
。
ナ
ポ
レ
寸
ソ
に
よ
る
『
営
業
の
ｎ
山
』
施
行
（
ラ
イ
ソ
左
岸
で
は
一
八
〇
三
年
、
右
岸
で
は
一
八
〇
九
年
）
の
意
義
は
、
中
世

都
市
に
お
け
る
ツ
ソ
フ
ト
制
度
の
筏
津
と
と
も
に
、
こ
の
あ
た
ら
し
い
問
屋
制
に
よ
る
営
業
独
占
を
除
去
し
た
点
に
認
め
ら
れ
る
と

い
え
る
。
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う
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で
も
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、
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山
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而
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、
ラ
ィ
ソ
地
方
に
お
け
る
営
業
の
白
由
は
、
そ
の
条
件
が
内
的
に
醸
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成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
下
か
ら
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
革
命
に
よ
り
か
ち
と
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
フ
ラ
ソ
ス
革
命
の
所
産
を
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、
　
　
　
、
　
　
　
、

ナ
ポ
レ
オ
ソ
に
よ
り
『
営
業
の
白
由
』
と
し
て
上
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
一
七
世
紀
に
ブ
ル
ジ
ョ

ァ
革
命
を
完
遂
し
、
す
で
に
産
業
革
命
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
と
、
フ
ラ
ソ
ス
革
命
を
経
過
し
た
フ
ラ
ソ
ス
に
た
い
す
る
ラ

イ
ソ
地
方
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
発
展
の
た
ち
遅
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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、

　
一
八
一
四
年
に
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
併
合
さ
れ
た
ラ
イ
ソ
地
方
は
、
そ
の
後
の
発
展
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
最
先
進
地
帯
を
形
成
し
つ
つ

も
、
一
九
世
紀
初
頭
に
産
業
革
命
を
完
遂
し
た
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
側
圧
の
も
と
に
、
東
エ
ル
ベ
杜
会
構
造
を
基
底
と
す
る
い
わ

ゆ
る
ラ
プ
ロ
シ
ャ
型
』
資
本
主
義
と
い
う
規
定
に
包
摂
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

一
八
世
紀
に
お
け
る
ラ
ィ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
白
（
川
本
）
　
　
　
　
一
九
三

（
九
八
三
）


